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新　しい会誌に期待す′る

顧　問　　福　田　晴　夫

現代の人々はどちらかというと，広く浅い知識を求めたがる傾向を持っている0これはすで

に万人が認める明白夜事実を学ぶ場合が多いので，基礎から故実に勉強をしていけば割に楽夜

ものである。
もちろん，それはそれで悪くはないが，ただ困るのは，自然科学であれば，すで

に解明された自然現象が多くて，未知の部分がほとんど残っていないかのような錆覚におちい

ることである九牛の一毛に過ぎないことを本当にわか’り，自己をよく知る人間が少なくなる

ことである。

逆に．狭く深い知識をえることは非常にむつかしhL，同じことばかりやっているとしへう不

安感に悩虻されて，なかなか人がやりたがら査し1ことで与る。生物学の曾事でも，ある事象を

深く調べようとすれば＼たち－棄ち虻隼へもよらない円埋点にぶちあたる．

あたかも広く浅い知識が平的夜道を歩LへてLへくようなものだとすれば，狭く潔い知識は叫に

登るようなものである。平坦地2紬の道は子供でも歩けるが，2000mの山頂への道はきび

しい。見綿をひろtめるために平ら夜道を歩くのもよレ㍉しかし，人生にとって山頂から広く景

色を眺めるのもまた大切なことである。知識が深ければ深いほど眺望は堆大となる。

私が新しいこの都誌に期待するものは，この狭く深い知識の追求である。多くの高校の生物

部誌にあるような〝軽い読みもの〝は思いきって削険されるがよい。きびしい探究の結果だけ

をのせるきりりとひきしまった会誌にして佗Lh。高校生物部誌の新しいタイプを創造してほ

しい。さいわしへ，この創刊号が私の期待にそらているこp－とをうれしく思う。
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出水地方において「シピッチョ」「シピッチョン」「シブナ」等と呼ばれ鹿児島

県下では米ノ津川流域に産し，日本の分布の南限である。 出水高校生物部で1967

年度より協同研究として調査中である。 出水にお・ける分布は，出水地方を流れる，

米ノ洛賄高尾野川，野巨酎Iiの流域において多く採集され，江戸時代に造られた，

五万石溝にも生育する。 採集は簡単であるが飼育が非常にむずかしく，これまで4

回の飼育もすべて失敗している。 飼育条件として蛇，埴碇の流れが必要で淡水彊展

に産卵するところから，止水での飼育は困難と考えられる。 体長は6～8用で，中

央部が，ふくらみをもった，タナゴ科独特の形体をしている。
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出水地方の淡水産プうンクトン調査

3　年　　山　下　潤一郎’

1．調査方法

A採集方法

B同定参考資料

2．調査した水域

3．米ノ津地区3水域の調査

A3水域の． 環境

Bミジンコ頬

C輪虫頸

D． 鼠箪動物

E植物藻

P全出現種のまとめ

G参考：三池の出現表

4．米ノ津加紫久利神社境内の池の調査結果

5．米ノ津，名詩池の調査結果

6．米ノ津欄外の池の調査結果

7∴その他の水域の調査結果

A’出水地区調査結果

B高尾野，野田地区調査結果

C米ノ津地区調査結果

8．出水，米ノ津，高尾野，野田地区

のまとめと比較

A出水地区

B米ノ津地底

C高尾野，野田地区

9．結論

10．付加

11．摘要

1調査方法

A採集方法

1・、． プランクトンネットを岸から2回投げそれをたぐりよせる方法で採集を行った。

2． ネットの規格は口径（大）30佃口径レト）4（瀕で長音は50伽，ひもの長吉は7m。

3． ひも付プランクトンネットが使用できない様な状況の水域では小型柄付ブラシクトンネ

ットを使用した。

4，細口びんflZOcc）に2本とり1本はホふマリンで固定し保存している。

B　同定参考文献

（1）日本淡水産プランクトン・図鑑・水野寿彦著（保育社1964）

（2）日本プランクトン図鑑．、・山路勇者保育社、1959）

（3）日本動物図鑑r改訂版）Hヒ隆薗1954）

ー1－



出水地方の淡水産プランクトン調査

3　年　　山　下　潤一郎’

1．調査方法

A採集方法

B同定参考資料

2．－調査した水域

3．米ノ津地区3水域の調査

A3水域の環境

Bミジンコ頬

C輪虫類

D原生動物

E植物藻

P全出現種のまとめ

G参考：三池の出現表

4．米ノ津加紫久利神社境内の池の調査結果

5．米ノ津，名護池の調査培果

6．米ノ津欄外の池の調査結果

7∴その他の水域の調査結果

A’出水地区調査結果

B高尾野，野田地区調査結果

C米ノ津地区調査結果

8．出水，米ノ津，高尾野，野田地区

のまとめと比較

A出水地区

B米ノ津地は

C高尾野，野田地区

9，結論

10．
付知

11，摘要

1調査方法

A採集方法

1・、． プランクトンネットを岸から2回投げそれをたぐりよせる方法で採集を行った。

2・ネットの規格は口径（大）30佃口径r小）4用で長さは50C打，ひもの長さは7In。

3・ひも付プランクトンネットが使用できない様な状況の水域では小型納付ブラシクトンネ

ットを使用した。

4・細口びんrlZOcc）に2本とり1本はホノしマリンで固定し保存している。

B同定参考文献

（1）日本淡水産プランクトン図鑑・水野寿彦著保育社19641

（2）日本プランクトン図鑑．、・山路勇者r保育社、1959）

．
（3）日本動物図鑑r改訂版）Hヒ隆靖1954）

ー1－



2調査した水球、

A米ノ津地区

（1）針原池仙問部・古）

（2）欄外池r平地部・古）

（3）加紫久利池（平地部・古）

（4）上原池（平地部・古）

（5）安原池r山間部・新）

（6）名題池（平地部・新）

B　出水地区

（1）駄子田地　（山間部・新）

C　高尾野地区

（1）石坂池　　（平地部・新）

D野田地区

（1）地蔵池r山間部・新）

（2）小松山池仙聞部・新）

（3）青木池r山間部・古）

（4）大溜池仙聞部・新）

E　その他

（1）米ノ津築港養魚槽（干拓地）

（2）　〝　加紫久利神社境内の池

（3）　〝　用水槽

（4）　〝　金魚池

（5）　〝　田んぼの水

（6）出水地区広瀬用橋下のたまり水

0同定について

本調査において，ミジンコ頂，鈴虫頑，原生動物の一部は種まで参考資料により固定を行

い，原生動物の残りの一部と佳藻等植物藻は種までの固定は避け特に珪藻頬，縁滝頭等は大ま

かに属名で表わした。また，原生動物間の鞭毛虫煩を鞭毛藻場という棟夜分項法もあるが，本

文中では原生動物に編入した。 同定の為に倹鏡の原は2本のぴんの一本の方をホノヒマリンで処

理し，同定用には生体の方をみて記録した。 そのうち記載もれがあるおそれがあるので，固定

した方で更に倹鏡し追補した。 スペースの都合軍でなるべく和名のついているものは和名のみ

あげておきましたが，表簿では学名も並言己しました。

0採集について

採集は晴天か曇天の日にl洩り，しかも雨後二，三日後は行かない棟にした。 それは雨上がり

の自筆は，ほとんど採集できず質的，竜的に少ないからである。 時刻も昼すぎより夕方日没ま

でとし，夜間採集は行っていかへ。 常に午後に行っている。 採集時ろ探そう夜所で底の泥をひ

かない棟に注意し，－水域で2ヶ所以上の場所でネットを引くように留意し，ネットの引き方

も表層，中層，庶層及び垂直も可能をかぎり行い効果のあがるようにして一水域に2ぴんの割

り合で採集できるように留意した。 水草などの生えて’いる様な所を享けてなるべく付着性のプ

ランクトンより，浮逆性のプラン’クトンを特別の場合をのせき重視した。

また田の水等ネットの使いにくい所では，柄付ネットやスボイドを使Lへどの水域でも採集条

件が同じになる棟に留意した。

－2－
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3米ノ津地区の3水域の調査結果

加紫久利池rA）・上原池rB）・安原池rC）の1966年2月～8月，1966年12

月～1967年4月にかけるプランクトン調査が本研究の主題をなしている。

A3水域の環境

加紫久利池rA）：（1）直径100m位の円形の池で水深は0～3m。

r2）一本の小川が流入している。

r3）底には岩や枯木が埋没している。

（4）魚類は豊富である。

r5）平地の田の中にあり，まわりを積みあげてつくってあり，堤の

高さ2m位である。

r6）まわりに樹木は生えておらず草が生えているだけである。

上原地相）：rl）形は長方形で一辺が100皿位，他辺が200m位，水深0～

5m〇

r2）一本の小川が流入している。

r3）底質は砂地で水草がところどころ茂っている。

（4）魚類はあまり多くなしへ。

（5）山間にあり土手の高さは3m位である。

（6）半分位，草が茂り，残りの堤は竹が茂っている。

安原池（C）：rl）直径20－30mの円形の池で水深lIコ位，乾燥期（夏期）に

は干上がる車もある。

r2）一本の小川が流入している。

r3）底質は粘土で石が転がっている。

（4）淡水産の2枚貝や巻貝が多く生息し，魚煩は少ない。

（5）山間にあり三池中で最も腰高が高Lへ。

r6）堤は草が茂り，一部に樹が生えている。

ー4－



ミジンコ煩の出現表 2

月

3

月

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

12

月

雷 3　 4

；月　月池

L

i ヵバリゾウミジンコ
i B。8m i n a 。。r 。g 。。1

乾 0
io 1

1 ○ i

B ×l ○ ○ ○

c i

！

ケンミジンコ

Cy‘Cl o p s　　 SP

A C ）C ）∩ ○ ○ （⊃ ○
‖
（⊃ ○ （⊃ （⊃ C）

B

C

r ）○ × C）○ ○ C） C）○ 10 ○ ○

（つ ○ （⊃ （⊃ln （⊃ 0 ○ C）iO

「

i
l シカクミジンコ
i A i。n a g u a d r a n g l a ri B

A C）

B ×
！ li
！

C
l
l

シ′　　　　　　 ダ

S id，a　Cr y S t a　ll i n a

A

B

】 ；

l
l

4

トー
1

×
1石
1

1

！

C l l
】 l

スカシ′クマミジンコ

M ol n a，d u u i a

I
A

I
「
十・一
l‘－‾．’‾・．－ii
l

宇 拝

I

可 × ！
田

山

i
」J○

C）

日 i

ゾウヾジンコ

。恒 届 C刃 C〕

n i i

i

∩ （⊃　O

C）（⊃

0

（⊃ Il
－　ト一・一・ （⊃ 0

r
0 8 m i n a l o n g l f 0 8 もr i s i

c F C ）C）0 （⊃ C）∩ （1 C）（⊃

ゾウヾジンコモドキ　 ・三一・1 ∩ 0 C） l

× ○

08 m i n o p 8 i 8　d e i t e r s i †可 （⊃

同 ‾

ツツケンミジンコ　　　　　　 ；B

l

（⊃× I
C a．nt h o　ca m p t u S　St a．ph y

－1i m 118
′1

ネコゼミジンコ

C er i o d a p h n l a

q u a d・r a n g 111 a

A （⊃
「…
IB
に

t

×

声

ハシミシンコ　　　 ！．B

P 1 8 11r O X u 8　tr i g o n e l l a　C

C）

（⊃ ∩ ×

フトヲケブカミジンコ

工1 io e r y p t l1 8　SO r d i d u 8

A C）

丑 ×

C
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Bミジンコ煩のまとめ

（1）3池ともに連続出現種は「ケンヾジンコ」「ゾウミジンコ」である。

（2）瑳続出現種の2種のうち「ゾウヾジンコ」は上原池川）だけあまり出現していない何

らかの原因がある棟に思われるが，資料不足のためrPHのみ測定）判らない。

（3）3池ともヾジンコの出現種は各地により異っているものが多く，各地の個有権が比較的

はっきりしている。

匝）「ケンヾジンコ」「ゾウヾジンコ」「A池のカハリゾウミジンコ」の棟にある時期に表

われた種が一年経た同一時期に再び発生するものは少なく，ほとんどの種類が，断片的に

表われているにすぎなしへ。

C輪虫項の出現表rその1）「1967年

池 2 3 4 5 6 7 8 12 1 2 3 4

】
！

ア　 ワ　 ワ　 ム　 シ′

P o m p h o l y‘Ⅹ　 C O m p l a n a t a

A I l

io
○ ○

i

i

○

B ×
i

l

C ○
l

】
i

ウ　サ ギ　ワ　ム　ミ／
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」 ＿＿＿B r a c h i o n u B　 f o r f l e u l a
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1

！

1
iB l l

】
l
iX

l
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j
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i
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Ⅱ l

‡ l
A i 「
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’○ l I
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B
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1
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×
J
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i
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C
l
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】
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B
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×
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C
I

カ メノコウワムシ′

K e r a t e l l a　 c o c h ユO a．r i S

A
‘○ 恒

C ） （「 ○ ○ C） C） C ）

B ○ （⊃
1
× ○ ○ ∩ C ） （つ C ） ○ （つ ○

C （⊃
lo （〕 （⊃ C ） （⊃ （⊃

カ ドッポワムシ

B r a C h i o n u．S

q u a d＿r l d．e n t lユt u 8

A
0 ’

l 】

B ×

C

ツ メナガネズ ミワムシ

T r i c h o c O r C a　 C y r i n d r i c a

A

B × ○

C C ） ○

ドロ　ワ　ム　シ′

S y n e h o a t a． S t y．1 a t a

A ○ ○

B （つ × ○ （〕 （⊃ ○

C ○ ○ （つ （つ
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ワムシ煩（その2）’

池 ・Z 3
l 4

！

5 6 7
l
8 12 1 2 3 4

ネコゼサヤガタワムシ

M y‾t i l i n a　a c a n t h o p h o r a

A ○ ○

ヨ ○ ○ ×

C ○
l t

ネズミワムシ
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o i l
l
i
i
i
i

B × ○ ○ ！○ ○ ○

C
！
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A ○ ○ （⊃ ○ （⊃ C〕lO C ），○

B ○ × ○ （〕 C）C 〉○ ○

C ○ （つ ○ ○ ○ －0

フクロワムシ

A ○ C）（⊃

0 ○

○ （1 o i（「iC）

B C ）○ × C） （⊃ （つ C） C） 0 ○

A 8 p i a n c h n a　p r io d o n t a C ○ C ）（つ ○ 0 （⊃

ホソドロワムシ

S y n C h e a t a　t r e m lユ1 a，

A l

B

上

（⊃

1

！

C l
l

I

IT

＿」

】
！ ！
i
l ，

輪虫項のまとめ

（1）連続出現種は「カメノコワムシ」「ノ、ネウデワムシ」「フクロワムシ」である。

（2）出水地区の水域で「ウシロヅノツポワ∠シ」が発生しているのはA池のみである。

（3）ドロワムシはいずれも，冬期にのみ出現してhる。

（4）「フクロワムシ」「ネズミワムシ」等の様にはっきりと表われなくとも「般的に輸虫類

においては寒暖の変化はみられ夜h棟である。

（5）輪虫頬はヾジンコ頴に比べ断片的に出現する種は少なくほぼ，表われる種はきまってお

り，安定した相をなしている。 連続出現種の3種は量も非常に多い棟である。
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D　 原生動物の出現表 （その 1） 2

月

3

月

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

12

月

1

月

2

月

3

月

4 I

月 i池

ナ ベ カ ム リ

A r c e l l a　V u l g a r i S

A ○

B ×

C

ヌマミズケムシ

D i d l n i lユm　 Ila 白はt u m

A 0 C ）

B × （⊃ （「

C （⊃ C）
l

バグカウズキビムシ

G y m n o d＿i n i u m　 a e r u g l n O S u m

A

l

B C） × l
i

C I
】

l　 バ リガタユウグレムシ
1！　 恥 g l O n a a C u 8

A I
I

B ×

C （〕

l

i
L ．＿ ；ニ ；言霊 ∴ i l l e i

iA l

t

l
l

工

ト
× ○ ○ （⊃

l

ll

ホソサヤツナギ

D l n o b r y o n　 S e r t u l a．r l a

巨

B l l

」

×

l
l

C ）C ）0 ∩ ○ C ）

C

マロヒグムシ

Ⅱa l l o m o n u B　 8p

A ∩ l

B × ○

C

ヾドリムシ

E u g l e n a　v i r i d＿i 8

A

B C ）

○

0 × （〕 0 ○ （1

C

ウチワヒグムシ

P h a cllS　p l e u r o n Q C t 0 8

A （つ

B × （⊃

C C ） ○

エナガウチワヒグムシ

P h a．c tlS　l o n g i c a u d a

A

B ×

C ○

カタマリヒゲマワリ

E u d o r i n a　 e l e g a n 8

A

B × ○

C

－8－



原生動物の出現表 （その 2） 池 2 ’3

iX －　 ！

12 1 2
3 巨

ゾウリムシ

P a．r am O C iu m　 c a u d▼a t u m

A C 〉

B ！

C

「

i
i

i

i

ツリガネムシ

A
－ －

J
」

∴
×
」 」 」 t

V a r t i c e l ユa　n O t）に二1f e r a C

A

丑トグッメミズケムシ

S t y l o n y C h ：ia　m ァt l l lユS

C ）

×

C

l

l

i

i トソクリヒグムシ

巨 r i 。h e l O Il－O n a S h i s p i d a

L

A
！

B （⊃ ×

C

C ）

ナナメツポカムリ
ふ 叫 J PノC u ユe a t a

A C ）

B ×

C
l l

I 「 “ 」

⊃原：ニ有′莞・、；つまと冷

伸言上竺妙音は他のグノレーブに比べ出現遠藷が多い。

に皇鶴月てみて預毛虫の出現積数が一一番多く16種中12種を占めてLへる。 各池別にみて

も籠毛虫が一番多い。

（3）長期達輯出現稗はなしへが各地毎に比較的短期に連稜して表われている。 たとえば，

B池一一「ヒロウズオビムシ」「ホソサヤツナギ」「ミドリムシ」

A池－「ナナメツポカムリ」等である。

初出現残数に於いては3池とも大きな差はみられないが，共通種もほとんどみられず，原

生動物に及いては，3池間ではっきりした差違が認められる。

（5）出現種数は多いが各地別に月毎にみてみると少夜レ。 時期的な差も比較的はっきり認め

られる。

（6）A油のみ出現穣一「ゾウリムシ」「ドグツメミズケムツ」「ナナメツポカムリ」

B池〝－「ハダカウズオビムシ」「ヒロウズオビムシ」「ホソサヤツナギ」

「カタマリヒゲマワリ」「トヅクリヒグムシ］

C池〝－「ハリカタユウグレムシ＿！ 「エナガウチワヒグムシ」

「ツリガネムシ」

である。
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E　植物藻の出現表（その1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1967
「　　　　　　　　 極

2 3 4 5 6 7 8 12 1
Z 巨 4

［　　　　　 －A

アオミドロ　　　　　　　　　　　　 B
l

S p l r O g y r a　 S p　　　 lC

C） （⊃

○ × O

l

○

」 旦 ！　 i l ！○

A

l　 ェ ドゴニウム　　　　　　　　 B
l
O e d o g o n l u m　s p　　　 ！C

可 ti

！ × l I
l
I

圧

i
I l

［ クンショウモ　　 筐

P o d．i a s t r u m　d＿u p l e x　　　 C

i
l
○ lO 1

】
（⊃ ー・・．▼・｛ 一一

（つ】×

j
io

‖ （⊃　0 日
l

！ l ’一一一」
！！A i

コウガイモ　　　　　 B ‖

S t a u r o t a e n i u m s p　 巨 」

！×！

t

！ 】 i
！

l
I
○ ！

i 】

×
＋娃 「

i l
A　 l
F

ツ　ツ　ミ、モ
C o sm a r ium　sp

i口
手

ll
i l

l

ll 11！
‡

t
芸 ‡二 。t e s p　 開 ： × ．」＿

I i

A （つ
ti i

ミカヅキモ　　　　　　 可 l
× i

c l o 。t e r iu m s p　　　 C i 」
4

M…芸 ：ご‾‾頂
×＿

i

i

．0

m a． a t〉且r e S C　W a∴r e n 8 1 S li i
○ ○

l

A

ア オ　 コ　　　　　　 可

M i c r o c y s t i s　f ユa s －a q u e　 C

l × l

I
A

不 ン ジ ュ モ　　　　　 可

N　o S t O C　S p　　　　　　　　　　　 C

（つ （⊃

×

A

こし　　レ′　モ　　　　　　　　　　　　　　　　 B

O s c l l l a t o r i a　s p　　　　 C

×

○
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植物藻の出現衷 （その＿2 ）

i イカダケイソウ
i B a 。iH a r i a　sp

池 2 3 4 ！5 6
7 ！8

12 1 2 3 4

A C）（⊃ （⊃！
」

liB ○ ×

C ll
j

i
l
IlI

i

I
S字ケイソウ

G y r O 〔；1g m a 【；p

A tl
l
i l

！
l

B

i

× i I

に

‖ ○ ！
i
－ i

C 寸 l

I
l

】！．エビテミア
序 聖 ia sp

A l
蔓
！
li
i

i

1
！
「 i
l
i
l

B
l
×

！
i
ii わ ‘

C i
l
】

i
A
l

×

！ i
1 蔓○ ！

クチビルケイ　ソウ コ
‖ l

i ‡
1 1
I 】

Cy m b e l l a　sp

I
t巨 バンケイソウ

】上空 真 空 1 a s‾皇J

C

∴ I

」 一日
十

！

「‾

】

日

日
‾お 」

ヨ

C l
× ・」

l 1
lト

l
j
’‾－’‾‾ナ‾‾‾・．・．・．・．‾
－ ！ 」

卜丁

l

！ ハコツナギケイソウ
A 〇一 ○ 「十 一

j
1 －ト

」

B × L

O ‘

「－　 ’‾‾－1
i i

t
＿士つ

ll

∩

M e l o s l r a　sp C ー　 i ’ I 　「

バリケイ　ソウ

Sy n e d＿r a　Sp

A
－⊥l
1
】B × （⊃ C） C）

C
lJ （⊃

ホソトゲツナギケイ　ソウ

M eユ08 1 r a′　gr a n lユ1 a t a

A

l

（1 0

B l ×
1

0 （つ 0

C

E植物藻のまとめ

（1）緑藻8種，藍藻3種，権藻8種である。 種数では緑薫，桂藻が大勢を占め，竜的には確

藻が圧倒的多数を占めている。 この傾向はほとんどの水域で共通である。

（2）A池－「クンショウモ」「アオミドロ」「イカダケイソウ」が3，4ケ月連環して

出現している他はあまり連続性はない棟である。

（3）B，C池の「アオミドロ」王3池「クンショウモ」は，ある時期に出現して一年経た同一

時期に叉出現してし（る。 偶然かもしれなしへが，それにしてもおもしろい偶然であるよう

≠ナ

（4）椿物藻は各地別の善が原生勒物と同様顕著に表れてLへる。 出現数はA＞B＝Cである。

－11－



（5）A池の個有種－「エドゴニケム」「パルポキーク」「ミカノキモ」「アオコ」

「ネンジユモ」「S字形ケイソウ」「クチビルケイソウ」

B池の個有種－「エビテミ了」「スリレラ」「シネドラ」

C池〝－「コウガイモ」「ツヅミモ」「ユレモ」

ざ全出現種のまとめ

（1）出場権におしへては量的にも各地間の差が認められた。

（2）3池の連続出損種は「ケンミジンコ」「ゾウミジンコ」「カメノコウワムシ」

「フクロワムシ」「バネウデワムゾ」「ミドリムシ」である。 原生動物，箱物藻には見ら

れなかった。

（3）出見積敬は原生動物が一昔多かったが，責摘勺には比較的少なかった。

（4）各泊の個青竜をあげると

伍）ミジンコ頬

A池－

B池－

C池一

匝）箭虫類

A池－

B洩－

（C）靂生壬局毎

．
A池一

針池－

C池一

紅）植物済

A池－

B池－

C池－

「シカクヾノンコ」「ネコゼミジンコ」「フトプケブカミジンコ」

「ツツケンミジンコ」

「シ．÷つ「スカンクマここジ∵／コ」

「ヵドッが・ノム・ン†

「カタネコワムシ」「ホソトし． コワムシ」

「ナべカムリ」「ナナメソ；ヾカムリ」「ゾウリムシ」「ドグツメミズケム1」

「ハダカウズオビムシ」「ヒロウズオビムシ」「カタマリヒゲマワリ」

「トソクリヒゲムシ」

「／、リガクエタグレムシ」「工ナガウチワヒダムシ」「ツリガネムツ」

「ェドゴニウム」「パルポキーク」「ミカヅキモ」「ネンジュモ」「S字

型ケイソウ」

「クチビルケイソウ」「アオコ」

「コウガイモ」「ツヅミモ」「ユレモ」

（5）以上のデータより3池間の相互の連絡は全く覆いということができよう。
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〔和栗久利池上旬〕A

ケンミ　ジンコ

ゾウミジンコ

′、シミ　シ′ン’コ

シカクミジンコ

カワリゾウミジンコ

ゾウミジンコモドキ

ネコゼミジンコ

フグロワムシ

カ　メノコウワムシ

ウキギワムシ

ツノテマリワムシ

ツメナ7．7ネズミワムシ

ハネウデワムシ

ネズミワムシ

リシZコソノツ．ギヲムシ

ス二七で‾∴′人　′． リ一、二／

ヒノンガグワムシ′

テマlIワムシ

アワワムシ′

ソキガタニナガワムシ

シポリフクロワムシ

ドロ．ワ∴ム、ン

ツニjごワムシ′

マロヒグムシ

トゲツメミズケムシ

ゾウリムシ

ナナメツポカムリ

サラカツギ

ミドリムシ

0　　0　00　　0　　0

n

 

C

，
I　 l
！ i

○

l

l

一〇 ！
】
C）

i

C）

○

‖ ！

日 。 k

C）

。

iO
i
ii

C）

i
l

（つ

○

1

0

（⊃

】

○

○
i

○

－13－
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〔加紫久利池上旬〕B

ウチワヒグムシ

ヌマミズケムシ

ミクロアステリアス

アオミ　ドロ

イカダケイ　ソウ

ハコツナギケイ　ソウ

エドゴニウム

ミカヅキモ

クンショ　ウモ

バルポキーク

ア　　オ　　コ

エスノケイ　ソウ

ホノトゲツナギケイソウ

クチビルケイ　ソウ

〔上対立中旬〕A

ケンミ　ジンコ

ゾウミシンコ

カワリゾウミジンコ

ゾウミジンコモドキ

ッツケンヾジンコ

フトオケブカミジンコ

ハシ′ミ　シ′ンコ

ドロワムシ′

カメノコウワムシ

ネズミワムシ

バネウデワムシ

フクロワムシ

ツ7抒ワムシ・

ウサギワムシ

ホソドロワムシ

テマリワムシ

0　0　　0

望 i 4月
5月　 6月　 7月 8月

ね7∴
12月 「1月
i
2 月 3月　 4月

！
！○

！
O i o

i o

l
！

lー
i
t
】i

＿＿⊥ ⊥

i

0

「）

0

＿＿U 」

〇

〇

〇

i

つ

！

i

i
i

○

＿－＿，．＿．＿．＿，＿．・．＿⊥

○

！

！

（つ

○ ！3

j
．＿＿一 ．．，＿▼＿＿．＿

0　0　0　0

0　0　　0　0

一

′

く

－

－

1

7

－

－

～

－

！

I

r

．

0　　0　0

14

0　0　　0 0　　0　0 0　　　　0

0　0　0　0　0 0　0　0　0　0 0　0　0　0　0　0

0　0　　0　0　　0

0　0　　0



〔上原池中旬〕A

カドッポワムシ

オケワムシ

ネコゼサヤガタワムシ

ヒルガタワムシ

ツメナガネズミワムシ

ホノサヤツナギ

ヒロウズオビムシ

ミ　ドリ　ム　シ

ヌマミズケムシ

ナべカ　ムリ

バンドリ　ナ

ウチワヒグムシ

ハダカウズオビムシ

0　0　0

・

　

　

－

－

　

p

－

・

．

〇

　

∩

－

0　　0

0

　

0

　

　

C

0　0

〔上原池中旬 〕B 66・・‘

・′2月
3月 4月 5月 ．6月

l
7月 一8月

i
12月
67r‘
！1月

l！2月 3月 ぎ4月

トックリとグムシ

マロヒグムシ

「

〇

°

（つ

C）

！

′i

i
i

／
l

○

（⊃

】

（⊃

C）

！

∩

○

ハリケイ　ソウ

クンシ′ヨ　ウモ

0 （⊃

（1

アオミ　ドロ

ホノトゲツナギケイ　ソウ

ハコツナギケイ　ソウ

ス　 リ　 レ　 ラ

ノ　ス ト　ッ　ク

0

（つ

0

（つ

（1

1
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4　米ノ津加紫久利神社境内の池

　　 「　 －1 9 6 7年

採　集 期　日

、、＼　＼

5 6 7 12 1 2 3 4 ！

月 月 月 月 月 月 月 月 ：
l

中 中 下 下 上 車 庫 中

句 旬 旬 句 旬 句 題旬 旬 ；

； Sp ） ○ （⊃ ○ （⊃ C） ○ ○ O i

18　S p h a e r l c u s）　　 i
l

○ i

！

C） o i

c aェlp 机 S S t a p h y ユまn u s）i i
「

0 ；

Lユ。d i n a r o S e 。 1 a） io 0 ○ ○ ○ 1

LIle lユL，p a t i n a．） ○ ○ ○ 丁 ‾

Lユ＿a　O b l c，n ga）　　　　　　　 ○ ‾‾’‾’・▼TO iL生 し ○ ○ ［

：er C a　C a p C i n a）　　　　　 ○
「 ○ C） ‾1

［

p a t n l a s） l
l
C）

（「

1
l

r j c h O t r i a．t e t r a c t i ∈り （〕i
当
‾持

‾，丁 ‾

同 訂 i ▼．一・・・－・・・・・．・
1乙．r C亘a t O r l叫 1

l
－ ‾－‾、‾‾－ －－q‾－‘－‾｝‾‾‘‾一‾‾－－　「 ．－十
・七ru n C a t u m ）　　　　　　 1

．‾－‾1
（1 O　 C 〉　○

J　 n 〇　＿二〇2∴1汁u S） 干

王 ［

t 当 6 1 ‾‘‾′′

－－－
l 「 1

L T L L L1r i t aノ）　　　 i 士1

e l 1 2′C・b m I▼C a）　　　 」 i l　 n
Ⅴ山 g a r i s）　　 ］司 コ

（⊃ ∴ III

（その1）

出現種

rCyclops

rChydorlユ

ケンミ　シ‘ンコ

マルミ　ジン∵コ

ツツケンミジンコ　fCantho

ベニヒルガタワムシ

竹estudlヒラタワムミ／

ウサギワムシ拉epad・e

ネズミワムシrTrlchO

ネコヲムシ　アユにもyias

ネコゼサヤガノ＝フムう／rT

ヒノンガタワノ！／トて〇tar

スジワムシ′

メノ‘チ∵∴シl′。・

fPIc〉J rlOInrも

くじha9tOtじ

コが′ニノブム　ン rN（〕tOniTここ

マルチビワムシ′　rCoユし1r

サラカツーヂ　rArc31ユa

トガリツポカムリ　fCentrl）pXis aCtl19atal

ナナメツポカムリ　rCentropyxis acu． rcけtの

アメーノi

ツポカムリ

㍉ba，：Pro te lユS） ！ ！ io （つ，
‾「 「mr．l jo L L 」一・一」

Fで1u窪∵一a　aCum iJlL」－こaJ

a ll on ol a∈〕：FaSt ig a t′a） O 「 l C〉！

】
つ Per　d　nilユm　W 土11ei） ○

「 I
し男 ；

′ムシ　r飢lgl en a　a，CuS） T T ○ ‖ 0 土］
1
l

Pムシ・rPh a cuLS　lollg ic atlda）
「
0 C

・rSy lγ且ユa，11V eユa） l C）○

gle na　vir idi s） 書 桓 － ○

（Sp lro st o三mjm　amt－iglユu重1） C）（⊃ ○　 ⊂）（つ

OntO r　COeru l eu〔S） ○ C） ○「

rstテ10ny c hia′　myt il i s） ○

ram e Cium　catlda tlユn） C） C）○ C）
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マロヒグムシ　rM

ヒロウズオビム

ハリガクユウ

エナガウチワヒ

モトヨセヒグム

ミドリムシ

ネジレクチミズケムシ

ラツノくムシ　rSt

トゲツメミズケムシ

ゾウリムシ



4くその2）

1 9 6 7年
、　＼　 、

5 6 ’7 12 ・1 2 3　　4

月　 月

中　 上

採 集 期　日 月．・月－月 月・月

上

旬

月

中

旬

出現種 1中 申 下 下

　　 ＼ 旬 l旬 l旬 旬 旬 旬

ミクロアステリアス　rM I c÷a s ter i a由∴Sp） ○ ○ （⊃

コウガイモ　rSta ur O ta en iはm　t rat）e Cuユa） （⊃ （⊃．0 C－○ ○ C〉○

スタウロ了ストラム　rSt a11ra St ram　Sp） （⊃ （⊃

アオミドロ　rSpyT O gy r a　Sp） （〕 C〉C）C）・○ （⊃ （つ ○

ツゾミモ　rCO Sm a．r iu．m　sp） ○

ミカヅキモ （Clo S te r lu m　8p）
－
C）

クγショウモ （P ed i as trl1m　d・u p l eX） C） C）

オビケイソウ　仲ra g ila r ia　sp）　　　　　　 －C）
I
（⊃ （⊃

クチピルケイソウ rCyml加 1 1 sp）　　　　　 I 7 C）C）

旦

（つ

フナガタケイソウ　O Ja v icu，1 a　sp）

＿」

r〕 ⊂）

コパンケイソウ　はu r i‾r 31 1a　sp） 寺 ！
司

∴タイ：iクチユウ　rA ct in oph r y’S　SOl） C ）
一一1十－一一一．’F

＿一一＿1－＿－iヂスミンクム （D e sm ld・111In　Sp） き ○

クマコガタミズケムシ．rTr achユiu▼S　O Vun） i
l

ネトリウム　細e tr iuJn　Sp） ！ （⊃

ミドリゾウリムシ （P a raJn。C ium l〕u rS ar ia） io

5加紫久刹神社境内の池

A池の環境

（1）直径約5mの円形の池，潔さ0～1m。

（2）流入する川はなしへ。

（3）魚頬は生息していない。アオミドロが群生している。

（4）底は石が転っている。

（5）晴天が続くと水が少なくなるが全くなくなるというわけではなく，粘土質の底が表われる

位である。

男まとめ

（1）期間としては1年であるが途中4ケ月間のブランクがあり残念です。

（2）本地の連続出現種は「ケンミジンコ」「コウガイモ」「アオヾドロ」「ペニヒノレガクワム

ー17－



シ」「ネジレグチミズケムシ」で以上の種は採集を行う際にはほとんど現れて来る程量的蛇

も多Lへ。

（3）夏期に表れるものは「ヒラタワムシ」である。 冬期に表れるものは「マルミジンコ」「ブ

シワムシ」で，畳的にも比較的はっきり蓋がでてきている。 他の種についてはあまりはっき

り判らない。

（4）1967年2月中旬に30種出現している。 、これは出水地方においての一つの水域の出琴

種数の最大である。 この様にプランクトンの出現が多いのはまわりを落葉樹でかこまれ池¢

大きさがおまけに小さく，・、ために枯葉等が堆積しており，腐殖化が進み腐殖栄養が豊富折

なりノくクテリア，魔物藻の出現が促され必然的にそれらを食餌としている動物ブランクト）

が豊富になり，魚頬等がいないのもさいわし（して，この棟に多種のプランクトンの出現が司

られるのであろうと思われる。

6米之津名謹池

「－1 9 6 7一一、
～ 、、、－－ 一一　　　　 採 集 時 期

5 月 8 月
！

3 月　 4 月

出 現 穣　　　　　　　　　　　　　 一 一一一一一一一・ 上旬 中旬 中旬 下旬

ネ　 コ　 ワ　 ム　 シ　 rP l a t y i a s　p a t u l u s） 0

イカダケイソウ　錘 a c l l l a r l a　p a r a．且0 Ⅹa l ．（1 C ） ○　 】

ネコゼサヤガタワムシ （T r i ch o t r i a　 t e t r a c t i s ） （⊃

「寺 請 ノカメノコウワムシ rK 。r ；t e l ユa v a l g a ） （1 ．

リムノカラヌスシネンシス　住 i m n o c a l a n lユS　S 土n e n s　s） C） ○ ！（⊃

フクロワムシ （A s p l am C h n a　p r l o （10 n t a） C ）

ミドリムシ　rE はg l e n a　v i r i d l s ） ○
l

サヤツナギ　 rD l n o t）r y O n　 S e r t u ユa r l a ） ○

カメノコウワムシ （K e r a t e l l a．C o ch ユe a r l s ） ？

ケン（ジンコ （C y c l o p s　s p ） ○

シホ＜ズツポワムシ 但r a c h i o n u s　p r i c a t i l i s） ○

ネズヾワムシ　 fT r i ch o c e r c a　 c a p c l n a ） C〕

ウチワヒグムシ　rP h a c lユS　p ユe u r o n e c t e s ） ○

エスジケイソウ　rG y r o 【；i g m a　 s p ） ．0

カメガクッがワムシ　 rB r a c h lo n u s　u r c e o l a r l s ） （⊃

アンフイブロワニラ （A m p h l＿p r O r a　S p 「 ○

ッポワムシ （B i a c h i o n u s　c a i y c i f l o u r s ） ○

コガクッポワムシ （B r a－Ch l o n lユB　a n g u l a r i s ） ○

ヒルガタワムシ （R o t a r i a　r o t a t q r l a ） ○
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6出水市米之津名謹池

A池の環境

（1）長方形の池で一辺20m位，他辺200／乃位，深さ0～1肌位である。

（2）流水する川はない。

（3）底質は砂利である。

（4）魚類は多く，：コイの養殖が夜されている。

B本地のまとめ

（1）連続出現種は「イタダケイソウ」「リムノカラヌス・シネンシス」である。

（2）プランクトン相の変化と平行して，水色に於いて1966年5月には濁乳白色，1966

年8月透明1967年3月には緑色という棟に顕著を変化がみられた。

（3）出現積の大勢を輸虫顆が占めてLへるのが特徴の一つである。

（4）暖期には「カタツノカメノコウワムシ」「ネコワムシ」が表われているが，これらは寒期

には全く現れていない。 連に「カメガクッがワムシ」「ツポワムシ」は寒期に表われ暖期に

は全く現われていない。

（5）季節及び時期的な変化が比較的早いという事は，塩水の流人がある事（上れは汽水性のプ

ランクトン「リムノカラヌス・シネンシス」が表われる事より明らかである）と池自体の成

立が新しい事等で，濃度等が不安定であること等によると思われる。

（6）出水地底の数少査い汽水域の一つで非常に興味深いプランクトン欄を呈しており，大発生

等の回数も比較的多く，つっこんで調査してゆきたい水域である。

6米ノ津鴎外の池

－1 9 6 7

採 集 時 期 4 月 6 月 8 月 12 月 3 月

出 現 種　　　　　　　　　　　 へ、 Ih l中旬 下旬 下旬 中旬．中旬

ア　 オ　 コ．（M i c r o c y s t i s　a e r u g i n o E；a ） ○ C）

ケンミジンコ　rC y c l o p s　s p ） （⊃ ○ C） ○ 0

ゾウヾジンコ　イB o sIn i n a l o n g i r o s t r i S ） 0 0

アワワムシ　任 O m p h o l y‘Ⅹ　p a t u l a s） C） C ）

カメノコウワムシイK e r a t e l l a　C o c h l l o a・r i s） ○ ○ C） （⊃ （つ

フクロワムシ　 rA sp l a．n e‾h Ila　p r i o d．0 Ilt a ） ○ （1

ノ、ネウデワムシ　rP o ユy a r t h r a　 t r i g l a ） C ） （⊃ （⊃

マロヒゲムツ．佃 a l l o m o．Ila B　 a S t l c a t a ） C〕

バリガタユウグレムシ　rE n g l o Ila　a′C －ユS） C）

ェナガウチ哀 グムシ rP h a c u s l O n g 土c a u d a ） ○ （⊃
－

ヒロウズオビムシ　 rP e r l d i Ili u m　w i l l e l） （⊃

ネズミワムシ　律 r 土c h o c e r c a　c a p c ln a ） ○
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71 9 6 7

▼、一一一一、、－－
採 集 時 期 4 月　 6 月 8 月　 12 月 3 月

中旬］出 現 種 中旬　 下旬 下旬 中旬

ツポワムシ　rB r a c h i o Ilu S　C a l y c l f l o l1r S ） ○

サヤツナギ　ロ）i n o t）r y’O rl S e r t n l a r i a） ○

ハコツナギケイソウ （M e l o S i r a　 sp） （⊃

デスミゾウム　 rD O Sm l d i u 皿　 S p ） （つ ．

ホソサヤツナギ　 rD i n o l〕r y O n　 C y l i Ild r l c u」n） 0

A池の環境

（1）正方形の池で一辺が約20〝2位，水深0～3〃1。

（2）底は粘土質で石はない。

（3）魚項は豊富である。

（4）まわりは輩が茂り，樹はあまり生えていない。

（5）流入している川が一つある。

B本地のまとめ

（1）通読出現種は「ケンミジンコ」「カメノコクワムシ」であり賃約にはあまり多くない。

（2）曖期，寒期の変化はあまりみられず，季野的及び時期的夜空化も2，3の論虫類，縁藻

顆を険しへて他はみられない様である。

（3）アオコ（藍酎剤が2年続けて3，4月頃，大発生を呈して，水色も緑青箆をなすのが

一つの特徴である。

（4）池の成立年代も古くプランクトン相の変化も出水地区の他の水域よりも安定している棟

に思われる。

（5）ミジンコ類，輪虫頬，原生動物，植物藻は出現積数においてほほ平均して表れており，

大きな偏りはみられないが，原生動物に去月ハては出現種の変化がみられる棟である。

（6）本地は潅がい用の用水池であり一年に一壕，水を抜くということで先にのべた，大きな

変化はみられなしへという車はこういう事も原因してLへるのではないかと思われる。 それは

水が抜かれ，乾燥すると耐久卵や胞子等の強いものが，水がはhったとき出現し，栄養も

あまり豊富でなh棟であるので，プランクトン相がある種度限定され大きな変遷とか，時差

産の固有種等も他の水域にくらべ出現しにくいのであろうと思われる。

（7）以上より本地の湖系は貧栄養湖の中栄養潮の移行型であると思われ，水色も，だいたい

線色を帯び，あまり濁りははげしくをい。

（8）民に水草等がはえていないことなどより，ミジンコ頓があまり多くなく，普通の水域で

は，「ケンミ∵ジンコ」がすぐに目につくのに，本池では，よくみないとわからない位であ

った。
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7　その他の水域の調査痛巣

A　出水地区

（1）駄子田地
‾‾一一一一一・一＿＿

． 採 集 時 期 ．
1 9 6　6 1 9　6　7

出 現 種　　　　　　　　　　　　　　 ‾‾・、一一一一－ ＿＿～ 、． 4 月中 旬 4 月上 旬

ネ コゼサ ヤ ガ タワ ムシ　 け r l c h o t r i a， t e t r a C t i s ） ○

ホ ソサ ヤ ツナギ （D i n o b r y o n　 c y ’i n d＿r i c 11m ） C ）

ケ ン ミジンコ　 r C y c l o p S　 S p ） ○ （⊃

フク ロワムシ　 rA s p i a n c h n a　 p r i o d・O n 七九） （⊃

ゾ ウミジン コ　 rB o s m i n a l o Tlg i r o S t r i S ） （⊃

バ ネ ウワムシ （P o ユy a r t h r a　 t r i g ユa ） C ）

ハ コツナギ ケイ ソ ウ　 rM e l O S i r a　 s p ） ○

t
S 字 ケイ ソ ウ　 rG y r o s l g m a　 s p ） （⊃

コノくンケ イ ソウ　 自封l r i r e l a　 s p ） （「

カメノコクワムシ （K e r a t e l l a　 c o c h l e a r i S ）　　　　 i C ）

一一一一生 －1クチ ピル ケイ ソウ （C y nlb e l l a　 s p ）

ナ ミダ ミズ ケム シ r h a c r y m a r i a　 b 1 0 T’）　　　　　 L C ）

1フナ ガ タケイ ソウ　 細 a v i c u＿1 a　 s p ） 0

ユレモ　 r O S C i l l a t o r i 3－　 S p ） （⊃

ア メーバ　 rA m o e b a　 p r o t ∈＝且S ） ．」 〕

ヒ メゾ ウ リムシ　 rP a r a m e c i u Jn　 a u r e l l a ） 0

ユー ノー チ ア　 rE lln O t l a　 s p ） ○

ス ダ ウロ ネイス　 は t a u．r a s t r u＿m －S p ） ○

オ カ メミジン コ　 r S l m o c o p h a l u －S ，V e t u＿1 1ユS ） ○

（a）環境

山間の池で馬蹄形。 水深0～6〝7位。 池のまわり紘落葉樹等が茂り底は石が転がっている。

水色は緑色である。 出現梅頬は前回より後回の方が出現種が多くなっている。 魚釣りをして

いる人をよくみかける。 成立年代は比校的新しくコンクリート土台の水門が造ってある。

匝）まとめ

1966年には輪虫，ミジンコ頬で大勢を占めており，1967年4月にはその他の確再

録藻，原生動物が増えている。 この様に一年という比較的短い期間でも，貧栄養湖系から中

栄養湖系への移行が少しであるが見られた。 であるから，これからの中栄養湖への移行の状

況をもっとつっこんでやればもっとおもしろい結果がでただろうと思われる。

一一ご1－



7A

（2）広瀬川橋下のたまり水

カタオワムシ

ネコゼミジンコ

モトヨセヒグムシ

ミドリゾウリムシ

ゾウリムシ

ナガマルミ　ジンコ

ケンミ　ジンコ

ケンミ　ジンコ

マルミジンコ

rMoIlOmmatagrand． is）

（Ceriod．aphniaquad． rangula）

（SyIlula11Vela）

（Parameciu虻1°bursa∴ria）

（Parameciumcaud＿atum）

rChydr11Sgil〕buLS）

rCyclopssp）

（CyclopβSp）

（Chydr11E；E3Phaericus）

（a）採集期日

1967年，2月上旬，PH－6，2

（b）環境

播下のしめった水たまりで，底結石，まわりに草が茂っており，広さはあまり広くなしへ。

くずやこ、みのすて場の下で汚染の軽度がひどい。水は悪臭を放っている。

（C）まとめ

輪虫，ミジンコ頂が多く，出現種はすべて動物性にかたよっている。アオミドロが繁茂し

ていたり，ユレモが牽殖していたりするので有機質が非常に富んでいると思われる。

7上3高尾野・野田地底

（1）野田大溜池

ご　シ′ン’コ

スジワムシ

ノ、ラウデワムシ

カ　メノコウワムシ

カタツノカメノコウワムシ

イボスジワムシ

オカメミ　ジンコ

ゾウミジンコ

ヒラタワムシ

イ　タチムシ′

ホソサヤツナギ

rDaphrliapu10X）

rPloesomatrlユnCatum）

（Poly‘arthratrlgla）

rK∈汀atellaCochlearls）

（Keratellavalga）

控10e80mahu－d．osonlx）

rSimocephalusvetlユ1u＿S）

（Bosminaiongirostri可

（TeStud．inollapatina）

rChaetonotu▼SIlOdica・lud－uS）

rDlnobryoIICy‘ユ1nd．rlcum）
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㈲「採集期日：1966年，5月上旬

（b）環境：山中の池，馬蹄形，深さ0～8秒位，底結石が転ってLへる。 まわりに雑木林がある。

（C）まとめ：成立年代が新しく腐植化はすすんでおらず，貧栄養湖の典型である。 殆んど輪虫

ミジンコで量も少ない。

813

（2）野田青木の池

ヒロウズオビムシ

ホソサヤツナギ

ネズミワムシ

ヒラタワムシ・

ツツ　ミモ

ミカゾキモ

ドロワムシ

ホシミ　ドロ

クスダマヒグムシ

イケツノオビムシ

スジワムシ

（Perid＿iniumwiliei）

（Dinol〕ryOIICy‘rindrica）

はrlchocerca，ぐapCina）

竹estud－inollapatina）

rCosmariu皿Sp）

rClosterilユmSの

rsyncho．・ataStylata）

rzygnema．sp）

rEudOrina．elegans）

rceratiu．nhirunま土Ilellきり

rPloesOInal二ruLOal∴ほの

（a）採集時期：1965年，5月上旬

（b）環境：長方形の池で一辺20瑠位，他辺50椚位，深さ（1～1〝1，底には水草多く，7k

色は茶色で，出水地区では珍しい。

（C）動物性，植物性と大体平均して表われ野田地区におぺハて珍しい中栄養湖系の湖沼である。

有機質は比較的豊富らしく質，壌ともに多様性を示している。

（3）野田地域池

アオミ　ドロ

クンショウモ

ツツミモ

ヒラタワムシ′

サヤツナギ

カメノコウワムシ

ケンヾ　シンンコ

パルがキータ

ゾウミ　ジンコ

ナベカムリ

（Splrogyra・Sp）

rPedlastrumd． uplex）

rcosmariumsp）

竹estu（1inollapatlna）

rDinot）ryOnSertularia）

（Keratellacoc・hlearl可

rCyclopssp）

（Bulbocha，eta．Sp）

（BoE3minaユOngirostris）

（Arcellavulgarls）

－23－



（a）時期：1966年，5月下旬

匝）環境‥円形の池で直径20〝7位。 深さ0～2〝Z。 水生植物が茂・つている。

（C）まとめ：大勢は原生動物，緑藻である。成立年代は比較的古く安定した池で，車栄養湘

で野田地区では青木の池とよくに七いる。

（4）野田小松山地

／ホソサヤツナギ

ホシヾドロ

ミドリムシ

ネコゼサヤガタワムシ

ヒラタワムシ′

イケツノオビムシ

クンショウモ

シ　ダ

ウサギワムシ

Dlnot）ryOnSertuユaria）

rZygnemaSp）

fEu．glenavlrid． i8）

はrichotriatetra，Ctis）

rTestud．iIlellapatina）

（Ceratiunhirund＿inella）

rPediastrumd． uplex）

rSldacry‾StalliIla）

住Opadeユla01〕1C，て1ga．）

（a）時期＝1966年，5月上旬

佃）環境：山間部と平野部の境目付近にあり，藻だ形，まわりは竹が茂っでハる。、

（C）まとめ：大沼池と良く似ているが∵やや腐骨化がナすんでいるようである。はっきりと計

だつ特赦はないが鞭毛虫の「イケジンォビムシjを達する。

（5）高尾野石坂池

［

フクロワムシrAsplanchna－priod＿OIlta）

ゾウミジンコrBosmirlaノ10mgirostris）

に：ニ：：霊誓；芸S芸erゴcllS）

（a）時期：1966年，4月中旬

（b）環境‥形は璃円形，かなり大形の池で水摂0～4招位，底は石や泥である。 岸辺の半鋼

は水生植物にかかわれている。

（C）まとめ：すべて動物性で，量的にも非常に少か（。 水色も青で，典型的な貧栄養湖であヱ

としへえる。
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8． C． 米ノ津地区調査結果

（1）築港の養魚池

、一一・一・一．一一一一一一一＿＿

1 9 6　6 1 9 6　7

8 月上 旬 3 月中 旬

i s ） C ）

i s ） （「 ・

（⊃

（つ

（つ

（つ

0

0

周環境

干拓地の攻防のすぐ内刊に2つの養魚槽があり一つが使用してなく，採貨は蔀魚を行って

なしへ方で行った。 長方形で一辺10〝7位，他辺20招位，深さ1777仕でまわりには何も生え

てしへまLへ。 塩分の済度は出水地区で貴も摸し（と思われる。

伺まとめ

汽水性のリムノカラヌスシネンシスやシオシズツポワムシやS字ケイソウが苛的にも多く

発生しており，貴重を汽水域で，ケンミジンコが全くあらわれないというのも特徴の一つで

生活力おう盛なケンミジンコが出現しにくいという奉は汽水域における淡水環種の滴応など

でおもしろい間堪となると思う。 同じ淡水産のヅリガネムシ，ヒロウズオビムシが竜的には

少なしへが出現している事をど，興味をひかれる水域である。

（2）米ノ津教会附近の用水槽

1 9　6　6

5 月上 旬

1 9 6　7

3 月中 旬

バ ネ ウデ ワ ム シ　　　　　 rP o l y a r t h r a． t r i g l a ） ∩

ケ ン ミジン コ　　　　　 （C y c l o p s　　 s p ） ∩ ∩

ミ ドリム シ　　　　　　　 E u g l e n a　－Ⅴ葺r l‾d i s ） ∩

ナ ガ でツ ウデ ワ ム シ　　　 rP i ユユrユi a，・ユ0 工lg i s e t a ）． ∩

ゾウ ミジン コ　　　　　　 0 〕o s n i n a l o rlg l r o s t r l s ）r （⊃

ネズ ミワム シ　　　　　 （T r i c h o c e r c a　 c a p c i Ila ） 「）

ク ロ レ ラ　　　　　　　　 r〔H l l o r e r a　 s p ） 0

　カ メノ コ ウワ ムシ　　　 rK e r a t e l l a　 c o c h l e a，r i s ） （1

ア　 オ　 コ　　　　 イM i C r o c y S t i ．S ．s p ）　　 i ∩
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（a）環境：コンクリート型の一辺2～3〝Z，他辺5甥位の長方形の探草3胱位の用水槽で，1

わりは木が茂っている。 底には木の枝等が沈んでいる。

（b）まとめ：出現プランクトンの変化は比較的激しく，5月には，殆んどケンミジンコのみ，

3月には縁粉状を呈Lrクロレラ，ミドリムシ）が発生している0本水域はミジ）

コ頬，ワムシ頬，線色プランクトンが大勢を占めている。

（3）A池付近の小池　rA池：加紫久利池）

1 9　6　6

5 月 下 旬

1 9 6　6

7 月 中 旬

1 9　6　7

3 月 中 旬

、一一一一一　、 ．

‾‾一一一一一一一一一．・．・＿＿
アオムキ ミジンコ　　 r S c a p h o l e l）e r i S　 m a C r O n a・t a ） ○

ハ シ ミ シ ン コ　　　 rP l e tl r O X u S　 t r l g o n e l l u s ） （⊃

ク マ ミ ジ ン コ　　　 rM o i n a　 m a c r o c o p a ） ○

－
フ ク ロ ワ ム シ　　　 rA s p l a II C h n a　 p r i o d．0 n t a ） ○

ナナ メツポカムリ　　　 rC e Il t r O p y l s　 a c u r e a t a，） ○

ヒ ロ ウ ズ オ ビ ム シ　 P e r l d＿i Il l u m　 w i l l e l ） （⊃ （⊃

ヵ メ ノ コ ウ ワ ム シ （K e r a t e l l a　 C o c．h l e a r i s ） C ） 「）

ケ ン ミ ジ ン コ　　 rC y c l o p S ．S p ） C ） （つ 0

ア オ ミ ド ロ　　　 （S p l r o g y r aノ　 S p ） C ） C ）

ト ア オ コ　　　 r丸・II c r o c y s t i s　 s p ） （〕

； ス ジ ワ ム シ　　　 け 1 0 e S O m a　 t r u II C a t u・m ） ⊂）
l

！ ク ス ダ マ ヒ グ ム シ rE u d o r l Il a　 e l e g a II S ）

－

‘ C ）

i マ ル ミ シ ン コ　　　 rC h y d r u s　 s p h a e r i s ） ．0

； ホ シ ミ ドロ　　　 rZ y g n e H j a　 S p ） C ）

モ トヨ セ ヒ グ ム シ　 rS y n u．1 a　 u－V e l a一） C I

． ク チ ビル ケ イ ソ ウ （C y m l〕e l l a′　 S p ） （⊃

ネジレクチヾズケムシ （S p i r o s t o m u皿　 a m l〕1 g u －u m C ）

（a）環境

直径5刑位の円形の池で，堤はなく陥没した棟にしてでてきた池であり，まわり蛇田ん帽

で，地面から水面まで1招位，水深が0～50用位である。 魚項は生育しておらず，水草が

肇茂しており，採集はあまり容易ではなかった。

（b）まとめ

「ヒロウズオビムシ」が量的に多く発生しており，水色も少し色がかっている。 本水域

は，植物性プランクトンは，わずかに3種で非常に少ない棟である。 原生動物や輪虫頬がヰ

心を占めており，動物プランクトンが優5種であるといえる。 1966年5月下旬には，4
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種もいたミジンコが第2回目の採集には2種，第3回目の採集にはケンミジンコのみと在っ

ている棟に，ミジンコ頬において定性的な減少がみられるのは興味深い。 池の分顆的な位置

は，すぐそばにあるA池伽紫久利池）より腐殖化が進んでいるが，加紫久利神社内の池よ

りも腐植化はすすんでおらず，中栄養湖系の水域である。 1967年4月に採集忙しへった所

棒切れや農薬などが散乱しておりおまけにアオシドロが大繁茂していて採集は困難と思われ

たので採集は打ち切った。

（4）米ノ津安原B池附近の水たまり

［～ 、～ －
1 9 6 7

2月」劫

1 96 7

3月上旬

1 9 6 7

4月上旬

ツツケンミジンコ　　 rC a n 一七h o c a n p t u s　s t a p h y l l n tlS） 0 C）

；ハがリワムシ　 rE u 。h l a rli s d l もt a t a ） （⊃

スエヒロミミズ　　 仲 e r o　R a．w a m u＿r a i） （つ

ホソトゲツナギケイソウrM 0 1 0 8　r a　g r a n 111 a t a） ∩

！、ネケイソウ　 rP l n Tlu l a r l a　 s p ）　　　 i 1 0 （⊃

トゲツメごズケムシ　 rS一七y l o Tli c h i a　 s p ） ！ ∩

ミカヅキモ　　　 （．C l o s t e r i u m　 3 p ）

け

（「

不ズヾワムシ　　 （T r i c h o c e r c a　c a p c i n a′） ∩

伺環境

高台にあり，直径2～37乃の円形の水たまりで，浮き0～30用，晴天が緩くと干上る

事もあり，不安定を池である。 水草が底一面に茂っており，イモリが多数生息している。

（b）まとめ

「ツツケンヾジンコ」がある程度続いてあらわれる他はt断片的にあらわれてし（るにす

ぎか（。 出水地区の水域でパオリワムシが出現するのは，この水域のみであるとしへうのは

面白Lへ問題であると思う。 量的にはどの樺も非常に少なしへがこの様な高台の，しかもたび

たび干上る様な池に，輪虫が生息するというのは興味深い問題である。

（5）米ノ津針原池

ミ　シンコ

ホソサヤツナギ

ケンミ　ジンコ

フクロワムシ′

ミカヅキモ

スカシ′クマミ　ジンコ

（a）時期：1966年，

rDaphrliapulex）

rDlrlOl〕ryOIICy‘11ndrlca）

rCyclopssp）

（AspiarlChnapriod＿Onta）

（Closterlumsp）

rMoIIla． dubia）

4月中旬

（b）環境：山間の池で，直径20〝7～30〃1の円形の池。 深さが0～3桝で，流れ込む川は
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ない。 標高はだいぶ高h。 庇は粘土質である。

（C）まとめ：貧栄養湖系の水域である。殆んどワムシ，ミジンコで占められ量は少ない。

「ミジンコ」の出現する池はあまり多くなく珍しい0野田地区にかたよっているが，米ノ

津地区では本地のみである。 ホソサヤツナギが多量に発生しており，水色も青色で，透明

度もあまり大きくないようである。

（6）米ノ津安原三水域調査（ゆき水，田の水，金魚池）1967年3月中旬

①わき水

ステイグオクロニウムrStigeoclOniumlu・brie11m）

ヒラタワムシ控estudlIlelユapatina）

クマゴガタミズケムシ竹racheliu・SOVum）

ベニヒルガタワムシrPユ11ユOd＿inaroseola）

アオミドロrSI）irogyrasp）

（a）環境

円形で，直径1酢位，潔辱1招位，底，壁面ともに石であり，水面は道路と鴫は等し

い。 フナが生息してし（る。柄什プランクトンネタトとスボイドで採集した。

（も）まとめ

水はすんで底‾まで見えて，プランクトンは殆んどLへ夜レ鴻針でみられたが塗は少▼なくて

も輪虫が2種もみられた。

（a田の水

コ　レ′モ

スリレラ

コガタワムシ

S字ケイソウ

フナガタケイソウ

ミカヅキモ

アオご　ドロ

カタオワムシ

クチビノレケイソウ

ホソトゲツナギケイソウ

バネケイ　ソウ

オビケイ　ソウ

ハコツナギケイ　ソウ

ゾウリムシ

トゲツメミズケムツ

（OsC土11ator土asp）

rSurirel、1a・臼p）

（Notommata．au＿rita）

rGyroslgmaSp）

rⅣavIcuJasp）

rClosterlu皿Sp）

rSpirogy‘raSp）

（MonnomatagrarldiS）

rCymbeユユasp）

（MelosiragraIlulata）

（Pinnlユ1arlasp）

伊ragila．r土asp）

（虹eloslrasp）

（Parameciumcauda． tum）

rStylonlRia誓p）
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（a）環境：田植前の，田の水をスボイドで採集した。 ①のわき水の付近である0

（b）まとめ：予想したより種類は案外多かった。 植物性のものがやはり多かった。 コレモの

集樽がみられた。

③金魚池

ヒラタヒゲマワリ

ドロワムシ

ネジレクチミズケムシ

イカダモ

ヨロヒミズケムシ

ヒノレガタワムう／

アオヾ　ドロ

rGoniumpoctrale）

（Sy‘IIChaetastyla′ta）

rSpirosto箪umaJnl）igullm）

rBac＿illariasp）

rColepshlrtlユS）

rRotariarotatoria）

rspirogyrasp）

（a）環境：円形でコンクリートでかためられているが，落ち葉が堆積して，浮草も生え，大

分腐殖化がすすんでいる。 魚頬はいなしへ。

（b）まとめ：水色が縁をおぴていたのでしらべてみたら，原医は主ゴニウムであった。 他にも

アオミドロが大繁茂Lで・へる。 原生動物が多し「。童も豊官である。

8′出水，野田． 高尾野． 米之津地区のまとカと比佼

A出水地底∵用全部で3水域であるがそのうちのケ事、り池は岩尾Ff号・彗里中叫宜とプラン

クトン相は相似している。

（2）残りの水域はたまり水とhうやや特賞安男鷺であるれここも別に特徴融

なく他の地区の水たまりと似た欄を示してし（る。

（3）出水地区としての相はあまりはっきりとしておらず，叉池の敬も少別への

で同相の高尾野・野田地区にくみ込んでもよかったと思う。

B米ノ津地は：（1）池が3ヶ所，水槽が2ヶ所，その他7植耳である。

（2）輸虫，原生動物等が多く，禄汚坤がそれにつぐ。 水色も様々夜色を呈す

る水域が多い。

（3）殆んどが平地にあるので帝殖化が出水地区では一番すすんでLへる様であ

るので出現種数も多く，量的にも動物，植物を問わず豊富な所が多し1。

（4）汽水域が2ヶ所あり，ともに平地部と顕著を差が認められ，汽水性のプ

ランクトンがはっきりと出現していた。 淡水のブラ′ンクトンももちろん浸

入していた。

C高尾野・野甲地区＝（1）殆んど山間部にあり，この地区の水域は環境及びプランクトン相

等，相似している水域が比較的多Lへ。

（2「吟とんどの池が貧養湖型で水色は青色や透明を毒し栄養は即計で
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量的にも出現種が少ない水域が多い。

（3）出現鐘崎総体的にミジンコ頬は量的に少ないが種頬年多く，輪虫，鞭

毛虫は多いが植物藻，織毛虫等は比較的少なく米ノ津地区の水域と好対

照をなしていると思われる。

9結論

（1）米ノ津地区に目だつ特産種がみられた。 主なものをあげると「ミクロアステリアス・7ラダ．

「コウガイモ」「ウシロヅノツポワムシ」「カタツノカメノコウワムシ」「リムノカラヌス・

シネンシ㌧ス」等で出水，高尾野・野田地区「イケツノオビムシ」「オカメヾジンコ」「ハリナ

ガミジンコ」等である。

（2）出水地区全体（汽水域を除く）でほとんどすべての水域に発生し，量的にも多く発生するの

は，「ケ／ミ． ジンコ」「カメノコウワムシ」「フクロワムシ」「ナベカムリ」「ツポカムリ」

「ハコツナギケイソウ」等である。

（3）山間部と平地部とで差異が認められた。 山間部特有の種として「フクロワムシ」「サヤツナ

車」「ミジンコ」「バリナガミジンコ」「シダ」「ドロワムシ」で反対に平野部では，ミジン

コ，ワムシ顆は比較的少貴く，原生動物，種物藻が多く，相対的に竜も増加する。

（4）海浜部には平野部と山間部と全－く興った相がみられた。 汽水域璃「＿リムノカラヌ．ス・シネン

シス」「シホミズツポワムシ」「カタツノカメノコウワムシ」「ツリガネムシ」「イカダケイ

ソウ．」「S字形ケイソウ」等でこれらは大発生する事が多Lへ。 そして一番低い所艦在るので他

の湖沼から流れ込む竜があるらしく淡水産のものも大分多く発生している。 プランクトン相は

山間部と平地部と汽水域と3つに分けることができる。

（5）湖沼分頬法腔：よると出水地区の水域は次の2系になる。 それdこ（a）貧栄養湖系，rb）中

栄養潮系である。 出水地区には全部で12の池があるがそれをプランクトン相と環境等から推

測すると次の棟になると思う。

米ノ津地底（6湖沼）－中栄養湖系（4）

貧栄養湖系「2）

出水地L吏rl湖沼）－貧栄養湖系rl）

高尾野・野田地区r5湖沼1－貧栄養湖系（4）

中栄養湖系（1）

以上の結果より出水地方は出水平野を流れる広瀬用を境にして2つの水域にわける事ができ

る棟である。 湖沼系の差はもちろんであるが前にのべた様に米ノ津地区の特産種とその出現種

相は出水，高尾野・野田地区の特産種とその出現種相とは全くプランクトン相を異としている。

また地理的にみても野田方面の湖沼は山間部に多く所在し，米ノ津地区は半分以上が平地に所

在していることも，プランクトン相の差異のできた原因の一つであろうと思われる。

（6）米ノ津地区の水域が半分以上平地に所在しているにかかあらずすべて中栄養湖系であるとい
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うことは環境等がまた比較的清潔で人為的な栄養の増加r下水）等があまりなく，湖自体のわず

かを腐朽栄養（枯葉の堆積等）を湖がもってLへるにすぎないといえよう。

（7）最初の見通しでは出水地区内の水域は大きな差遣はみられないだろうと思われたが，零に反

して同一地区内の池でも個有種等が出現し，季節的な変遷も定性的ではあるが比較的はっきり

と見られ，最初の見通しより，バラエティに富んだ結果が得られ，大ぎっぱながらも出水地区

の湖沼を2水域に分療でき，出水地区の水域の把喝が一応できたことは大き別又榛であったと

思う。

（8）汽水域を除く水域におしへて，ほとんどの水域に「ケンミジンコ」「カメノコウワムシ」がみ

られた。 他にもケイソウ類，線種顆などほとんどの水域に共通に表われていたが前の2時結局：

的にも多く特にケンミジンコは採集を行えば必ずみられる位であった。 この棟にほとんどの水

域に多量に発生するものもあれば，一つの湖沼にしか出現しない種があるなど非常に照味深く

原田，量的な差などこ－れからつっこんで研究していきたい研発課題の一つである。

し0付加

（1）調奄水域の預貸が，湖沼．用水暦，水たまり，田の水，わき水，養魚槽の6水域であったが

以上の水域だけでは出水地方の苛全な把梶とはならないと思うので，佃の未調査水域，何周，

イ共え水，井戸，湿地，水苔，下水等の特殊地域のプランクトン領も考慮に入れる必革があると

－。
十h

r2）大きな研究題目である季節的変遷調査を行うには定性調査のみでは不充分であり定猿鋤夜の

必要性を痛切に感じた。 定量調査は人員，道具の関係で簡単にはいか別へが，是非やりたしへと

思う。 其の他に；水温，水質分析，も行ってゆきたしハと思ってLへる。

（3）大ぎっば妄同定だと感じる方も多Lへと思しへますが，怪絵の浅い私ですから，嘩カ，申冊はで

のくわしh同定はさけ，種頬の判定で終わりました。 不能実を同定をするより，より隼頂をつみ

み，正確な同定ができるまで種，重積までの同定はなるべく避けて勉強してゆきたいと思しノへま

す。

11摘要

1．鹿児島県米ノ津の3水域における1966年2月～8月，同年12月～1967年4月の月

別のプランクトン調査，形式は3池の比較を中心としたため一つの種につし〔ての三池の出現を

あらわし，ミジンコ頬，ワムシ顆，原生動物，植物藻に分けてまとめた。

2・鹿児島県出水市米ノ津の1とは異った3水域の1966年4月～1967年4月のプランク

トン月別変化，形式は各地別にまとめた。

3・1，2，であげた6水域をのぞく出水地区ののこった水域を3地区（米ノ津，岨水，野間・

高尾野）と分け各地区毎のプランクトン調査，報告形式でまとめた。

※なお各水域毎にその水域の環境を参考として簡単にのべた。
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0雑考

不完全ながらも一応出水地方の淡水産プランクトンというテーマの研究をまとめる事ができまし

た。しかしこれで終わっ，た訳ではけ五してなく，まだまだ続けてゆく価値のあるものだと思います。

教えて下さる方もあまりをく一から十まで自分の考えでやってきましたので問題が多くでてきまし

た。まず，同定の方法，採集法，等かぞえあげればきりがありませんが，これからの研究に大いに

プラスになったと思います。思えば高校一年の2学期生物部に入部したときには，プランクトンな

ど皆目しらず，知ってh・たのはゾサリムシとツリガネムシだけという，全くをそまつ畢ものでした

が，それにくらべると儲段夜進歩をしたものだと自画自讃しているところです。

プランクトンの採集なんて，ちょっと考えると簡単なようですが，あれでなかなか面倒ですしお

引サに，ネットをつづけて異った水域では使えず，一つの水域を採集する♂）に30分以上かかりま

すので，日曜日等全一日つぶして最大4ヶ所位しか採集できずお，まけに池はあっちこっち散らばっ

ていますので，足はもっぱら単車でした。
もし単車が夜かっ女ら，これほどのデータはとても塾つ

まらなかったと思し（，単車のありがたみを感じてLへるととろです。

また，冬等の採集が最もしヘヤをものでした。 手はちぎれる種いたくしまいには，全々感覚が，な

くなってしまう位でした。

また，池に飛びこんでビシヨ血れになった事が－一度ならず二度までもあり，鷺かすのに一葺労し

たものでした。としへうのは，ネットを岸から投げるときうっかりして手首等につながったり，増ど

けてLへたりしてひもとネットと一し⊥桁甘の中央へノナナイン1そこてあわてで鞭をねぎ上背をぬぐ

のももどかしく僕もあとからザブン！ 一回目は無事凰収したのでまあまあでしたが2同日は，行方

不明となり，骨折損のめれもうけというところで，ブルプルガタカタ震えて，衣服のかわくのを・ま

つしだいとなる訳です。湖の中のプランクトンもネットのあとに176もの巨体？ が飛び込んで来

るのですからきっとびっくりした事でしょう。

また，ネットを投げて採集をしてLへるのを魚凝りとまちがわれしかられる事もし（つもの事で，真

理の揆死者？はし（つも迫害されるものだと自分で慰める事にしておりやす。

僕の研究の後を引きついでゆく後継者がおらずガツがリしてLへましたがきしへわしへ一年の土床若を

中心として引き継Lへでくれる様子，安心して卒業できる事となりました。

最後に御指導下さった顧問の長友先生，福田先生，また現在は広島にいらっしゃる元顧問の田村

発生には特にお壮語になりました。 稿を終わるにあたりまして厚くお礼申し上げます。
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キリシマミドリシジ▼ミの

成虫生態研究

2年　吉　井　秀　之

目次

I研究動機．

Ⅱ「キリシマミドリシジミ」の特性

Ⅲ分布

1）全国分布

2）紫竜山分布

1研究動＝急

Ⅳ千尋滝付近の成虫生態

1）疎通

2）をわぼり

Ⅴ反省と抱負

Ⅵ参考文献

1964年8月，出水市立米之津中学校昆虫クラブ索尾研究班の一一月として，現出水市立柏水

中学校教諭本蔵久三民らと紫尾山中千尋滝付近へ採集キャンプに行った際，キリシマミドリシジ

ミの習性に為る興味を覚えた。 そのとき以来，本嘩氏，米之浮中教詐青森卑久氏らの御指導を得

て研究してきたのでその成果をここに発表することにした。 たか，研窄時間数の関係で仮説の部

分をも含んでいることを述べておく。

また，この記録文の一部は，旺文社主催の全国学芸コンク㌧一ル研究論文部門におぺハて佳作人尿

したものである。

丑（キリシマ革ドリシジミ）の特性

1）飛翔状態

飛鞠方法は一見「ウラギンシジミ」と璃似してしハて，容の場合は全卵軍両を銀白色に光ら

せながら，遠方より飛来し，木の葵が風に吹かれるように，波を打つように埼発を飛翔行動

を示す。

なお，♀は古に比べて不活発であり，♀が喋道を形成することはほとんどなしへ。

谷♀両性に言えることは，刺激を与えると一直線に飛鞠するとhうことである。

2）静止状頂

谷は線色の衝撃色を有してし？ るので菓寿に翔を開いて止まる。 また，わが身に危険を喋ず

る？ と鞠を時には． Ⅴ字型に用いて止まることもある。 静止の目的として，交尾，穣混珊節

疲労回復などが考えら＿れる。
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千尋滝付近に於ける静止方向は古に限って一定性がみられる。 すなわち，葉脈に従って葉柄に

向って静止する。夜か，静止一定性を示す個性はだいだい70％程度である。

♀蛙葉によって形成される木陰に止まる。 緑色の保護色を有しないためか葉表に止まるととは

ほとんどなく葉柄に近り小枝に止まることが多い。 裏表静止の目的として，交尾，産卵，日光浴

などが考えられるが，日光浴についてはまだ観察してhない。

3）発生

年1回の発生。 7月中旬から8月中旬まで及ぶとされているが，紫尾山の場合は，6月下

旬から8月下旬までで，とくに8月中旬は谷が大発生する。

初見日終見目

1965年6月26日目撃1964年8月29日採集

1965年6月27日目撃1965年8月25日採集

1966年8月27日

4）食樹と産卵

「ブナ科コナラ属」に属するアカガシを食掛としている。 産卵状態はまだ観察していない

が，食樹の新芽の基部に1個，或し1枚数個産卵してし（る。

葺分布

1）全封分布
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へづ窪肯、≒’限欄

図1キリシマミトナリシジミの全国分布図

キリシマミトサリシジミは霧島山に於いて発見されて以来，図1のように広域にわたって棲息す

ることが知られている0北限は一一一一線で示した。 つまり，愛増山～永源寺～伯老大山も工NE

r仮称）である。 但し，そのラインは棲息確認地を結んだだけである。
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紫尾山でも，キリシマミドリシジミの食樹はアカガシといえる。

紫尾山に於けるフカガシの分布は群落的にみて海抜450〝2から1．030〝増で棲息している0

図2中の生息予想線はアカガシの分布範囲内に引いてみた0

生息確実地として

1）千尋滝を中心とするA地域。

2）上官神社から平岩間の中間点を中心とするB地域。

3）上宮神社から山頂を中心とするC地域。

4）泊野から山頂を中心とするか地域。

をあげてみた。

賓者は出水市内であるので出水側斜面を中心とした調査をしてhるために宮之城斜面に

ついては文献に従った。

Ⅳ千尋滝付近の成虫生態

1）蝶道

一般に珠の通る道という意味で媒道と言われているが，元来は採集用語であると思う。

喋遺成立の場所として次のような所が考えられる。

（1）森林の縁（2）山の屋根（3）流れに沿ったところ（4）谷間

また，蝶道成立の要周として考えられる」と蛙次のよ桑ことでふ′う。

（1）無機的環境（2）生物的免覧

それでは，rl），（2）の場合について考えてみたしへ。

（1）の理由

イ）楼ぼ一定の気象条件であること。

ロ）地理的条件にめぐまれてLへること。 〔これは媒遺成立の場所に一致する〕。

（2）の理由

イ）なわぼりでの合の同種域Lへ蛇他種）の個体との関係。

ロ）運動方向と速さ。

のようなことが一応考えられる。
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図3　－千尋滝附近の球道成立位恵をその周辺の植相．
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＜凡例＞

。
I，Ⅲ一一一Ⅳ払蝶匝リシマミドリシソヾ）の飛翔方向で見られる一定飛翔方向

00印＝……・蝶（キリシマミドリシジミ）がよく飛止（静止）する食樹けカガシ）の懸茂状

況をそれぞれ示してLへる。

＜解説＞

雑木林rD）に基点①（アカガシの老樹）を定めて，①⑥①①そしての／千尋滝）へと飛印

するのだが，現在調査している段階では発表出来ぬ問題も充分に含んでいる。 その間確に触れな

がら仮説を述べておきたい。 山頂に至る屋根にあるアカガシ1，2儒高687描）におしへて卵

を採集したことが記憶に新しい。 すると今まで考えていた煤道周逆性崎，星桐のアカガシが，蝶

（キリシマミドリシジミ）の飛行休息地としていて山頂付近にある上官神社付近との嘩絡欄係）

を密にしていると考えることができる。
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（D～①

アカガシの分布状態

0．05など算用数字、

は¢）からの飛翔方

向を示す。

1
一
。速
度
（
痙
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上
㌍
「
「
！
」

表lA王IC′
距離

か　　　　E

1
・
0
速
度
（
聖
ご

0．5

表ニ2

A：①－①10／乃～15〝Z

B：①－⑥8撒． ～12〝Z

C：①一個）57乃～61乃

D：⑱－V12刑～1571Z

E：Ⅴ－Ⅳ400〃ア410研

運動方向は図4中の矢印の方向と一致して

いる。そのことばキリシマミドリシジミ集団

の流れとみてよし（。

煤道を無視するものの大部分は，図4中の

A，B，Cの範囲に見られる現象である。 こ

の現象の生ずる原因として次の二通りのこと

が考えられる。

1）食樹間の距性が短い。

2）異種の昆虫鵬に蝶）が，本能的行動

を阻害しょうとする。

また，飛翔速度を表1，2に示してみ

た。 他の目的のために調査した資料の車

から抜粋し，まとめる段階にはしハってか

ら記録したものである。

なお1秒間に飛翔する屋巨離の矩いのは

第二コース／

ソ

PGH
距離

今まで静止し

ていた付近を

何回か回って

いる時間を含

めているため

である。

第汀コースは距離が短い。 しかし，それ以上に速度が速Lへ。 それが何を意味するかというと，

殊遇を無視するコースrA，B，C）を通らぬことである。
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時間別飛翔数

イ）　調査日

19r64年8月16日から24日まで9日間にのうち，22日から24日までCamp）。

ロ）　調査に要した人員　8名「米之津中昆虫部，同部OB）

ノ、）　調査方法と記入方法

60分を15分単位に4等分してその間に飛印した準を調べた○

表3　時間帯の変化と飛鞠致〔数値はすべて延六総数〕

l Ⅲ 田 Ⅳ 計 平　 均

7 時

一 一 8

－ 9 時

－ 1 0 時　 ‾

－ 1 1 時

1 2 日寺一一

一 1 3 時

－1 4 時　 一

一 1 5 時

－ 1 6 時

1 7 時 －

1 8 時 ．

－ 1 9 時

2 0 時

0 0 0 1 l 0．2 5

2 2 2 3 3 2 ．2 5

1 － 、．2 －・ 3 5 ．‘〇．一　‾．．。 2．7 5 1：．

4 一心3 5 9 11 4

8 ．1 0
l

1 5

9 9 9
ト 7 5

1 2 ・ 1 3 1 6 1 6 1 4

1 8 1 9 1 9 1 7 1 7 ユ千 5

1 8 1・9 2　0 1 5 1 5 1 8

1 4 1 4 1 3 1 0 1 0 1 2 ．7 5

l

1 0 7 8 5 5 7 ．5

5 ‾　3 4 2 リ 3 ．5

8 1 0 9 7 7 8 ．5

2 2 1 0 5 1．2 5

＜解説＞

キリシマミドリシソで

は時間帯の変化に応じて

飛印数が変化することは

裏3からも明らかである。

また，飛翔数が多Lへ時

間帯は軌の時間帯に比べ

て珊瑚がそれだけ捨登で

あることを，少をLへの蛇

不活発であることを宰諾

する。

確々の文献によると，

キリシマミドリシジミが

愚も活発な飛脚を示すの

は11時から14時まで

の間と記されている。と

ころが千尋滝付近の場合

は12時から16時まで

つまり，その間の4時間

が他の時間帯に比べて飛

翔数が多Lへ。また，この・＿ニ

時間帯は本輝の習性を知

る上で最も好都合である。

論述が前後するが，本種が1日のうちで最も早く出現するのはⅣの7時である。 また，この

時間帯は個体数，或Lへは飛坪数が少なしへが採集には好都合である。
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本種が最初に出現する時間以後は次第に個体数〔飛翔数〕を増していく。 しかしⅣの10時付

近までが午前中では最も不活発な時間帯である。 Ⅳの10時以後一躍憫体数〔飛翔数〕を増しⅣ

の16時頃までが最も活発である。 その後一時的に個体数〔飛均数〕か蹄少するが夕方になると

少々であるが個体数〔飛翔数〕を増す。 日没になるにつれて次第に姿を消してLへく。

原色昆虫大図鑑I〔蝶・蛾編〕白水隆著によると「下等なミドリシジミ頬に広く見られる薄暮

群飛性は全く見られない．［とあるが表3のような記録からみて，夕方，一時的に飛翔数が増すこ

とから考えられることは，前論に反して，実はキリシマミドリシジミも下等なミドリシジミ頬に

似て薄暮群飛性を示すのだろう。

衷4　時間別気温の変化と蝶道内の飛珂関係イ記録1965年8月）

（1）時 1・、　 問

．つ

7 8 9 l q l l

i

．l Z

l

13 ． 14 1 5 1 6 1 7 i白 1 9

（2）気　 温 rC ）・2 5 ．1 2 5．7 2 6 ．3 2 6 ．8 －2 7．0 2 7．8

∴

2 7．8 2 7 ．3 2 7 ．5

1

2 7 ．1 2 6 ．4 2 5 ．4

（3）平　 常　 数 1 9 1 1 1 6

1 3 5

5 6 7，0 「 7 2 5 1 3 0 1 4 f、3 ．4 5

（′1）．喋 遺 無 視 数 0 1 4 4 6 1 5 l ／

上 ．

1 6 i O 二‘5 3 2 0

（5）殊 遇 無 視 率

印

0 1 1 3 6

！

2 5， 1 7 2 も 2 4 2 3 2 0 1 7 2 －1 6 0

〔参考〕．・1965年7月不詳　気温34℃

塵道無視率＝
一喋道無視数

平　常　数
×　100　こ＝　42　傍）

気温の上昇に伴ない喋道無視率（5）が増していく。この現象の原因にづ小て考えられること

は次のようなことであろ。

（1）感覚的な変異

（写）媒道内で他から受ける影響

（3）畢わぼり支配圏の交代

以後，直接的原因（1），（2），佃にらいて説明を加えてみる。

（1）感覚的な変異

概して感覚的な変異が気温によって左右されるとは言い兼ねる。しかし，気温に加えて湿

度も影響を与えるのではないだろうか。つまり，人間生活と同じように湿度の上昇に比例し

て不快感を抱し1て動作が鈍ると考えても艮hかも知れない。
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表5　湿度と飛翔関係（1966年8月調査）

＼
湿　　　 度 飛∴‾　　　‾．招「　　　　 状　　　　　 態

（1） 9 0　像）．山上 痕とんど飛均するのを見かけかへ。

（2） 8 0　r節）から9 0　r箆）平常日に比べて約2 ．0▼「＿4－や謡のものが喋道を無視する。

（3） 7 0　酵）から8 0 （珍）
喋道を無視する個体数が割合少なく，蝶遺無視現象を示す数

は5珍種度である。

＜表5の解説＞

前にも論述したように媒遺無視現象と湿度との間には何か密接な関係があるらLLへ。 そこで前

調査1年後それらの関係につLへて調査してみた。

最も飛塀に適した状態はr3）の場合であるらしい。 残念なことに調査期間中に現時の記入を

忘れてしまった。

屈l湿凄90労以上から雨が降る寸前まで示しでレハる。 雲の鞍が弾常に多く跡培い状寒であっ

た。 そノ午喪中で媒悪何をLでYハるのだろうかという問題について述べてみたい。 自分の甥金

程の′隼三の；’Cめか芸環にある小枝に棚を閉じて止まっている。 アンテナの鋤きも不活確であ

り諌止しているときが多叫。 走をアンテナの開きは狭Ⅴ字型である。 したがって，喋に近づ

いても身動きさえもしない。

（2）雲が多く時々晴れ間を見せ日光が射すとしへうようを状態であった。 雉の璃珂個体数もあく

媒遣告知褐する個体数が多くみられた。 喋道内に於いては方向，コースが一定でそれが年間

社会を支配するという本能的なことから逆方向に飛掬することなどを無視するものとして数

えた。 この状態のもとでは飛鞠拒塵が短． く，飛鞠速度も鈍Lへ。つまり，大穂におし1ての不快

．感が盛覚を鈍らすということに似滴っている。 20箆から40箆〔蝶遺厘褐率〕の幅ができ

たことの意味することは，この湿壁帯を示した継続時間内での長嘆無視数と環筒無視微との

百分率ということである。

＜参考＞

無視飛掬数

確こ飛翔数
×100＝‘無視飛均率（珍）

＜無視飛翔率と媒道無視率＞

無視飛溜率：湿寝と飛均状態との関係について論究するときのみ用いる語であ‘る。

蝶道無視率：媒道内に於ける全ての条件の中で平常日の飛鞠総延べ数と喋道無根数との関係を

示すときに用いる語である。 したがって，場合によっては喋道無視率の一部分を

無視飛均数が占めるときもある。
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（3）観察期間中，最も飛翔個体が多かった。

この日は蝶が止まっている葉表と観察者との距離が5〝Z弱になるとアンテナが上下に，或

Lへはノコギリ状に動き始め0．5〝Zから17腋に近づくと飛び立った。 つまり，（2）の場合に

比べて感覚の鋭さに通ずることになるかも知れない。 また無視飛翔率が・5箆弱ということは

そのことを理由づけてくれる。

表5飛翔牒準湿度と活動限界線の関係
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標準湿度：蝶が自身の活動憫翔）に適しているときの湿度をし（う。 なお，今回は調査最低

湿度70節を標準湿度とした。

標準無視率：疎通を無視する割合が長も低い状態を標準無視率という。

図5聴覚実庚。 r当実強は湿度89彩のときに行ったものである。 ）

I）図5中の数字は0とA，B，C，

E　　　工）　　　C B A

17乃2〝2377247乃57円

Ⅲ）等凍便用具，拍子木，捕虫網，巻尺など

表6聴覚実魂のまとめ

順実験方法使用道具結　　　果

（1）
点Aで拍子木
拍子木
拍子木を打つ以前と

を打つ。 同じ状態：反応姦し

（2）
点Bで拍子木
拍子木

坤を動かす。アンテ

を打つ ナⅤ字ノコギリ運動

ー42－

D，E間の距輝を示す。

（3）
点 C で拍子木

を打 つ。
拍子木 飛 び立つ

（4）
点D で ネ ット

を振 る。．
拍子木 反応な し

（5）
点 E でネ‾ット

を振 る。
拍子 木 飛び立つ



＜解説＞

実験（1）礁空気振動を用いてみた。ところが何の反応も示さなかった。 つまり，5〝Zとし（う距離か

ら見て当然のことだろう。

実験（2）点0まで4〝Zという距離から考えて，反応を示してくれるはずであるが，坤を半開きにし

た状態でアンテナを頭部に対して約60度の傾きを示したままで物を前後左右に動していた。

〔狭Ⅴ字型ノコギリ状運動作用（仮称）〕

実線（3）点0までの距雅が37〝としへう距離で拍子木を打つことは，キリシマミドリシジミにしてみ

れば気うるさく感じるものらLLへ。 2恒＝］までは（2）の場合とそう大差なし（が，3同日となる

と体全体動きが活発になって4回目の実験で飛び立った。

実験（4）距雅は近くなったのだが，空気の振動波が小きしへのか何ら反応は示さなかった。 これに使

用した蝶は（1）から（3）までの喋とは別のものである。

実験（5）わずか17ガとしへう距離でこの実娘を行ったのだがちょうど17〝では（4）と同じ結果が得られ

たので拒馳ミ次第に近づくにつれて（2），（3）の状態になり，結局は飛び立った。 飛び立った点

Fから点0までの距雅は，ほほ50C町であった。

（2）媒道内で他から受ける影等

図6　　千尋滝付近蝶相の模式図
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図6は千尋滝付近を縦に切断した模式図である。 2つり図からもわかるようにキリシ∵アミドリ

シ＿ジミ，．ヰラサすツバメ，ムラサキシジミの層が相棲してLへる。 そのことが何故媒道を混乱させ

る原因になるかとしへうことが問轟であるが何回か観察，・調査しているうちにムラサキツバメが影

響してLへることが明らかになってきた。

ムラサキツバメの→般的な特性を考えてみると，日光の角度，強さなどによって亀に舞い上が

りある軽度乱舞してもとの位置に帰る替性からみてキリシマミドリシソヾが媒道を無視してLへる

ように考えられる。個7参照）
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キリシマミドリシソミの飛翔方向

く解説＞

飛瑚していたキリシマミドリシジミ省はムラサキツノくメの飛上昇を見つけると追飛する。する

と必然的に喋道の浸乱を生ずる（

2）なわぼり

喋道について研究を進めていくうちに「夜ぜ豊泡が存在するか？」としへうことにつLへて考

えてみる必要性を感じた。
そこで，煤遠を形成する一歩前のキリシマミドリシジミはどんな

生活を営んでLへるか？ という問題を考えずにはいられない。

なわぼりとは一体何であろうか。

生物学諸文献によれば「動物が他の動物からの侵略を防ぎ自身の生活の場，すなわち支配

＿周を弔宣保しょうとする体制を〝なわぼり〝という」と説明してある。
キリシマミドリシジミ

の場合も同様に「集団社会でなわぼりを形成しその中にあって偶々のものが単独になわぼり

を所有してLへる」と考えられる。 言いかえれば「集団社会がキリシマミドリシジミ一族のな

わぼりであり，そのなわぼりを構成している個々が，また独自の夜わぼりを形成しているら

しい。 図8参照

「、「
一一一　一一　一　　　　　　一

＼

、

ノ

A，B，C，D，E，Pと

いうキリシマミドリシジミが

単独のなわぼりを経営し，そ

れが集団化したものが種族全

体のなわぼりである。

（8図参照）

図8



a）をわぼり成立の原因

1∵発生地性▼21障息地性3・本能性

の夜わぼりが考えられる。 しかしこれはをわぼり成立の直接的原因としては荷が重すぎ

るように思われる。 ところで考えねばならぬのは次のことである。

4． 食物関係のみの場合5・繁殖関係のみの場合6・イの，15）の両者が関係する場合

以上のように原因となるべきものをあげたが，これらが単鹿妻慮因となるものではかへ。

く原因の解説＞

（1）発生地のなわぼり

蝶は個体自身の発生r出現）した地域に夜わぼりを形成しようとする。 これを発生地件の

をわぼりと名づけ車。 図9はA，B，C，力という種類の蝶が草原，森，川原）にそれぞ

れ出現したとする。 す

＿．
′・′一一・一‾1‾‾、＼

＿∴－

‥－‾t、1－
A
一一＿▼一一一一一一一一一ノ
′′ノ′′ノ

草原

こし＿＿」！＿森

／ノノンノ′書′‥～C
－‾＿∵＿＿＿‘．‘＿＿＿さ，・＋H＿＿－＿－、＿‥＿‥‘∴：
草原川，湖，池

ると当然挿族全1本或い

は単独で自身の出現地

を防衛しようとする。

図9

＜参考＞樹上性の夜わぼりを示すもの…‥・・＝キりシマミドリシジミなど

．
草地性のなわぼりを示すもの………ルリグテハなど

しかし，Lへつまでもその地域だけを防音しょうとはしなしへ。 と射ては異種族の夜わぼりの中に

侵入しょうとする。侵入されようとする地域の種族はその集団全体で異確旅を追飛，体当り等を

用し（て追い払い，もとのなわぼりを再編成する。

（2）樺息浸悪性のなわぼり

任意の地域CKAという個体が発生したとする。 地域CにはBという種族が「発年地性の

／′

′・一・一一′‾
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夜わぼり」を形成してし〔たら

個体Aは種族Bから追hださ

れようとする。個体A綻簡単

に敗れ去り自分自身の生活に

適応した場所を探して咽体A

独自の支配圏を碑保しようと

する。このことを「榛鬼瀬応

性のなわぼり」と名づけた。

値＝0参照）



＜図10の解説＞〔文中の種族Bはキリシマミドリシジミ，個体Aはイシガキチョウを示す。 〕

種族Bの支配圏の中に個体A〔異種族〕が出現した原因匿し個体Aと種族Bの活動期（或いは

産卵期）のずれである。つまり種族芋の♀が全て産卵を終了して，死亡したのちに個体Aの種族

の♀が，種族Bの支配圏に侵入して個体Aが発生（出現）した食樹に産卵したものらしい。

（3）本能性をわぼり

Aというものが同種族の集団をなし，ほぼ一定の方向に運動する。 これを喋道というが，

eet°°▼
ここでは「本能性のなわぼり」としておく。

（王〆′増も11‥㌔

；1、
蜃
〃
〃
レ

fノlノ・サ，I

t　レ1ンノ＋㌔＿

テ予表：窯二〇

ヾ㌧ノ

たとえばA，B，C・・・という同種族

のキリシマミドリシジミが単独に示す飛翔

行為でなく，それらが集団を形成して帯状

をなして飛びまわる。これから当然媒道そ

のものがなわぼりであることが明確である。

まずキリシマミドリシジミの♀が多数出

現する。しかし彼らはフ化した時から宿命

の敵のように対抗意識に燃えあがる。自然

界のはげしい生布競争においては，弱い老

図11は強い者によってその支配鞠を奪われる。

その結果掛∩者はまだフ化してい貴い♀の出現をまつ。 ところが． ♀の出現までの期間が長す

ぎると次の生存競争，言い換えると，♀感得競争が再び勃渇する。 つまり，他からの侵入が繰り

返されることがある。そのために谷の行動が活発になり一定方向に飛ぶようになる。 そのことが

殊の本能性を一定化することに通ずる。結局最後に残った者は早の出現とともに交尾を実現する。
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維8日は，闘争性の強い孤独性の蝶と化する。

図12

千尋滝付近にま小でのキルマ日やリシジミの「夜わぼり」の範囲が限定号れてくる。
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アオスリアグ

√）　→一一

イシガケチョウ

仕り
、／研招招上辺

：・

大藩川

T二・二∴二二二二妄車：’＼

′ノ＿T産が素麺豪産三

度が牽醇三澤r　　言語霊の紬ぼり

至登尾千尋滝

図13

キリシマミドリシソヾのなわぼり

図13におぺハて全範囲内にキリシマミドリシジミの食樹であるアカガシを見ることができる。

ところ本種の棲息地は内に限定されている。このことからキリシマミドリシジミがこの地

域に初めて発生したときには，すでに他の媒類〔ムラサキシジミ，アオスソアゲハ，イシカキチ

ョウ〕らがこの地域を支配していてキリシマミドリシジミはその地域の一部分だけしか侵入でき

なかったことを意味していると考えられる。
以上の（1），（2），（3）を考えてみると千尋滝の場合は，前に論じたことから考えて持）の場合が，妥

当と思われる。しかし，最初から（3）が存在したとは考えられ机へ。すると，rl）－→（21→（3）

の順で，千尋滝付近になわぼりが形成きれたとも思われる。

又，他の画からもなわぼりの成立原因を考えてみたレ1。

（4）食物関係のみの場合

蝶の土着条件には

打）食草があること。（ロ）以前廣息していた土地と同様な鮒候であること。

などが考えられる。また，色々な面から推察していくと，

0食物関係で蝶の土着が決定する、、

と考えでもよしへかもしれなしへ。
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地域Aで個体aの身上に異変が生じたと仮定する。 すると個体aは地域Aを逃亡し，次の生息

地ほ住の地）を求める。 しかしその地域丑には食草がなければならない。 そのように蝶自身の

4°t°
目的にあった地域を理想の地と名づけた。

キリシマミドリシソ寸の紫尾山生息について考えたとき霧島山系より伸びているアカガシ林の

終着地が紫馬山としてもよいかも知れない。 すなわち，キリシマミドリシジミの紫馬山侵入コー

スとして塞島山一紫尾山と考えてみた。 しかし，紫尾山を中心とする出水山系傑尾山は除

外）にフカガシのけ布は見られるがまだ本種の生育報告を聞いたことがない。 それから，鹿児島

県，熊本県の採集地からみて紫尾山（或いは出水山系）の位置に注冒してほしい。

（5）繁殖関係のみの場合

昆虫は種族を永久に維持するために交尾を行うことは周知の通りである。 すなわちト平に

に多種の谷が名のりをする。 その恋愛に勝ったものだけが♀と交尾をできるのである。 こん

なことを，媒道の生活は恋愛と生殖のためであると言った学者も以前にはあったようである。

高出現

軍
事
錘
＼

r
K
圧
ーノI　　‾．

‾’‾

‡ィ・・ぞ・産卵

羊の出現

最終的なわぼりの成立

図15

キリシマヾドリシジミの場合は上図からわかるように♀の出現は谷の出現に比べて遅い。 ♀が

出現するまでに♀同志の対立が激しくなり最初小さかったなわぼりが次第に大きくなっていき，

薫後に残った苗は♀を啓保する。

前にも論じたように，支配岡の交代が媒遠を混乱させるらしい。 という‘のは♀を確保し． こうと

する谷の激LLへ効きのためである。 したがって，時期確よっては支寵団の交代がそれに影響され

なしへときもありうるのである。

下図①～④は，夜わぼり支軋瑠交代期にあける珠遺混乱を副次的に示めしたものである。

・I

図中の工コは療族全体の夜わぼりを示し，・E印は近h将来その地に1♀として出現予定の卵で

ある。 これから図①～④の場合を仮論を立てながら説明づけてみる。
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図16・‥A，B，C，Dそれぞれ同じようを勢力を有した個体がある夜わぼり内に生活していた

とする。

図17…なわぼりを形成している個体古は少々の刺激であっても極端を反応を示す。 →椴にこれ

を闘争性の強い古と表わしてレ㍉るが，同じをわぼり内において，個体が所有するなわぼ

り・の内に図ではAの支配圏の中にBが侵入し上うとして，追飛などの手段を用Lへて域外

に追放しょうとして結局Bはおい出される。

図、118…・Eでフ化しょうとしている♀をわき目でみながらA容とC古の支配圏交代のた‾めの，

争いが行なわれる。 図では未だも古は不活発であるかのようだが実顆に吐，戦いを約三

着の立場で観戦し，そのスキ間ねらって支配圏の拡長を望む？ ような状態にある。 した

がって，A谷とC古の戦いの後・その勝者〔ここではA谷〕が自身の欲望を満たすため

・？
かどうかだろうが続LへてA苔とD谷の戦いが始まる。 A谷の方には勢力面でも青雲し

絶対的にD谷の欲望？ を拒絶する。

図19・・・A谷とD谷の戦いの勝者A谷は，付近でフ化した。 E♀を自分のものにし上うとf刊きか

ける。 この時の飛翔痍態が，「上になり下になり」である。 その恋愛の期をうまく濁し

た者だけが交尾をする。 と同時に谷は付近の地域を支蘭する。 よってそこに♀を中心と
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した巨大をなわぼりが形成されるのである。

そこで放れた谷は→体どこへ行くのか？ ということについて筆者なりの説を述べてお

く。

キリシマミドリシジミは，樹上で夜わぼりを形成することは一般に知られている。 そ

こで樹上のなわぼりで敗れた谷は哀れにも強古の追飛のために生活地を失ない自分の生

活に合った場所，健想の地）を選ぶのではなhだろうか。
（図20参照）

第二の

－‾＞理想の地へ
逃亡

強谷の追飛

また偶然にしてとても棲息不確実を地において採集されることもある（例，籠本県芦

北郡で海抜5〝7付近採集さる，付近はクリ林）。 以上のように推察するとそれが偶然で

あると言われない場合を生じてくる。

（棲息不確実地
ノ冠二本逃亡∴‾‾Xで酬

璧、侵入＋分布限界線

＼ A

言．

′（食草の分布によって）

C〉

憫鮒を羞ヽ丈＼－サ食草を示す

図21

図21は直感的に想像できることであるが→線のような蝶の行動を疎通と名． 付け．られているこ

とは前にも述べた。ABC工）EPは食樹の位置，×印は採集地，………線は分布限界を示す。

以上のように蝶道は，夜わぼり内に形成され，またをわぼり自身が媒道であるといえる。

†反省と方向

今までの実線，観察法はあくまでも漠然としたもので仮説を実証されぬませに終わった。 した

がって仮説として考えたものがすべてキリシマミドリシジミにあてはまるとは限らなしへ。

しかし，この四年間の苦労をまとめてみると実に． うれしいものである。今後の研究目標として

rl）室内実験〔特に湿度と飛鞠関係について〕（2）屋外観察の絶対化

などを考えている。
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そしてこのデータが，もっともである。 と言えるほどのものを莞蓑したいと思っている。 それに

は今まで以上の日数，時間を要するかも知れな． い。しかし筆者最後の高校生活となるかもしれない

43年に大きな期待をかけていただきたい。 それに応えるだけの成果をあげるつもりで，一生懸命

がんばることを約束して論を終わる。

Ⅵ　参考文献

1）原色昆虫大図鑑I蝶蛾編r1959）北隆館白水降

2）原色日本媒摘図鑑（1954）保育社横山光夫

3）鹿児島の媒頬（1962）く福田晴夫田中渾

4）岩波生物学辞典岩波書店

5）生物学大系7中山書店

の票尾の江河（1966）鹿児島県理科振興会

7）新しい昆虫採集（上・下）（1966）京浜昆虫同好全編内田老鶴圃
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出水鴻阿久根地方の海産プランケトン

（1年上床腎良）

（3年ノ山下潤一郎）

出水・阿久根地方の海産プランクトン調査のため，出水（米ノ津）沖と阿久根沖を1回ずつ：乙

回にわたって，採集，調査したので調査結果を報告する。

1概況

A阿久根地方

（1）日時：1967年8月7日

（2）場所：阿久根沖海域

（3）時間：午前4：00～午前7：00r採集時刻午前5：00～午前6：00）

（4）コース：高松川川岸より～

海岸より2～3血の所で採集を始め，阿久根大島の手前まで

－う2－



（5）方法：イ船：手動船

口採集方法‥プランクトンネットの口径は（大ト30伽，‘（小）4（初（大）～

レト）までの長音が50伽，ネット引き用のロープの長音だ約10Ⅱ1

ネット引きは水平方向だけに限る。

採集ビンは10本程度，後ホノレマリン処理。

（6）海域状況

最初，凪の状態であったが，採集の半ば頃からうねりがでてきた0

B出水地方

（1）日時：1967年4月30日

（2）場所：出水！ 米ノ津）沖海域

（3）時間‥午前4：00～午前7：00（採集時刻：午前5：00～午前6：30）

（4）コース：米ノ津櫓木より～

海岸より2～3肋のところを・海岸線にそって採集

米之津川
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（5）方法：イ船，動力船

ロー・採集方法：上に同じ

（6）海域状況：凪の状態であった0

2出現樋

（1）出水r米ノ津）沖海域

総27種

ZooplanktOn

phytOpユanktOI1

3共通出現種（属）

aParaCalanus

もCeratlun

cRhlzo〔；018nia

dBid． dulphla

eCaetocerOS

（2）阿久根沖海域

13種　　　　Zoopユarlkton

l4種　　　　phyもOplankton

r施脚煩）

（渦鞭藻煩

は藍藻揮）

r′′1

（′′1

fThaユaSSiothrlxr〟）

g工）itylumr〝）

4まとめ

a出現種につLへて

この2つの海域のうち阿久根沖海域のもの軋全般的に種類が多く，橙は割合少ない。出水

（米ノ津）沖海域では遠に達が多く侍」が少ない。

共通種は上にあげたので，その出現種のまとめとして，

0穐脚類は量も種頂も，両域ともに割合多Lへ。ただ阿久根沖海域には，同じ甲カク頬の十脚

絹（カニ，エビなど）の幼生が見られるという点で特徴がある。

0渦扱藻頬のCeratium属は雨域に出現しているがPerid． nlum属は出水（米ノ津）

沖海域には出現していない。

丼出水r米ノ津）沖海域には成体のプランクトンが多く，阿久根沖海域には甲カク桟，凋足

顆（ウキツノガイ，ツノガイなど），オノ足頬巨、マクリ，アサリなど），ウニ，クモヒ

トデ頬，尾索頒rマポヤ，ユウレイポヤ，ウミタル）などの幼生が多い。

b反省

以上がだいたわの調査結果であるが，この調査は，最初から研究目標をたててやったもの

ではないので・調査内容をふりかえってみると，まだ不徹底で出現種の頭告だけに，終って

しまったということを残念に思っている。
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この海域の中で阿久根沖諒域は魚緒が多く，そこのプランクトンには多いに興味をもってい

たが，量的には割合少なかった。

本校3年の山下先輩の指導を受けて，はじめてこのような調査をやってみたが，まだこの海

域のプランクトンがしっかりと把程されていないのでまだこれからの調査を続行する必要性が

十分にあると思っている。

又参考文献

1． 日本動物図鑑北隆館（1957）

2，日本プランクトン図鑑保育社（1954）

以下プランクトンのスケッチを記載する。
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部

3年7組山下潤一郎

2年1組田原三千代

3組青井秀之

4組新坂信博

6亀山門日出夫

7鴇溝口文男

1年l栂山上浩司

2組上床賢艮

4租久保田豊

前村秀一

5亀大野和等

自男川孝仁

富森孝久

野田

西．

田幸男

山村栄一郎

7組寺地くめ子

西原美津子

新田正子

野村奈里子

福田美保子

松岡和子

丸尾三千代

峯元理久子

顧問長友孝一

福田晴夫

1967年度

員　　名　　簿

（プランクトン）

（園芸）

（蝶）

（陸・海産貝）

r解剖・植物）

膚頬）

（プランクトン）

け’ランクトン）

r花粉）

（コケ）

（羊歯）

rプランクトン）

（キノコ）

rアリ）

rカビ）

（蝶）

r園芸）

r園芸）

（園芸）

（園芸）

r園芸）

慣芸）

（プランクトン）

（プランクトン）
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出水市下鯖淵6518

出水市下知識3008

出水市下靖淵5347

阿久根市赤瀬川2867

阿久根市鶴見町9

出水郡高尾野町下水流

出水市武本13803

出水市武本12393

氾水市町部町23の2

出水市武本7650

出水高下知識8597

出水甫武本8539

出水市武本79741

出水市上簡淵178

出水市上知識157

出水市下嘩淵5234

阿久根市大川123

出水郡高尾野町大久保浦

出水市武本8123

出水市武本14297

出水市米ノ津今古賀2019

出水市上知識1475

阿久根市波留1617

出水郡高尾野町下水流



（　斑　別　系　統　表　　3

旧部長

仙下潤一郎）

部長

簡口文男）

プランクトン正園芸珪昆虫丑植物班動物班

は昧賢艮）（田原三千代）培井秀之）偶口文男）（野坂信樽）

「iT「「T「「「「
山白丸寒寺西新野福松
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都誌発行の気運は，ずっと前からあったのですが，いせ実現されつつある原稿を偏賃してLへる

と実感がわき上がってきます。 自分たちの研究発表をするのは楽しいもんです。 原稿を薫き上げ

るのに手間がかかり，またテストをども重なり遅くをりました。 そして今年の活動状況をどうし

てもこれに載せたかったのですが紙面のつこうでそれができません。

内容としては，プランクトンと媒だけなんですが決して部誌に載せてもはずかしくをいと思っ

て自信を持っています。 またこれからも「しげっちょ」には，生物部の研究報告として決して，

はずかしくないだけのものをずっと載せていきたいと思っております。 それで第2号には，1号

に載せるととができなかった他の研究を主に，そしてしぴっちょの研究をこ期待下さい。
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発行日：1968年2月10日
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